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デ
タ
ポ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
住
民
情
報
サ
ー
ビ
ス
「
デ
タ
ポ
ン
」
で
は
、
市
の
最
新
情
報
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
方
法　
①
Ｒ
Ｋ
Ｋ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
選
局　
②
リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す　
③
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
デ
タ
ポ
ン
」
を
選
択

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
9/27
◆古代への旅スタ
ンプラリー2015
�
～11/29まで

9/28
■納税相談
夜間窓口
～10/2まで
～20:00税務課

9/29 9/30 １ ２
●献血
①9:30 ～11:00
②12:15 ～4:00
菊池市役所

３
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

４
◆菊池北中学校第
16 回定期演奏会
9:00 ～菊文館

５
●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

６
●育児教室
9:30 ～10:00

（受付）西部セ

７
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

８
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

９
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館

10
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00 ～泗　図

11 12 13
●育児相談
9:30 ～10:30

（受付）西部セ
■年金出張相談
9:30 ～15:00
菊中公

14
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

15
◆菊池秋まつり�
11:00 ～14:30
商店街一帯
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

16 17
●おたのしみ会
10:30 ～菊公図
●旭志おはなし会
13:30 ～旭公図
●七城おはなし会 
14:00 ～七公図
●古典を楽しむ会 
14:00～泗　図

18
◆第３回きくち夢
レトロ祭㏌養生伝
承館�　
9:00 ～ 15:00
養生伝承館
◆鞠智城の日�
10:00 ～ 15:00
歴史公園鞠智城
◆ 第 ２ 回 ミ ュ ー
ジックフェスタ㏌
きくち�　
13:00 ～ 16:00
双葉幼稚園
●泗水おたのしみ会
14:00～泗　図

19 20
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）七多セ
■認知症サポータ
ー養成講座�
14:00～菊福館

21
◆議会報告会�
19:00 ～旭　公
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

22
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊中公
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊中公
■行政無料相談
13:00 ～16:00
泗支所
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■認知症介護
家族のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福
◆議会報告会�
19:00 ～菊文館

23
●おはなしの部屋 
11:00～泗　図
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館
■男女共同参画専
門委員相談
13:30 ～16:30

（要予約）菊中公
◆議会報告会�
19:00 ～泗　公

24
●きくちおはなしの
もり「おはなしかい」
10:30 ～菊公図
●しすいっ子童話会
のおはなしかい
11:00～泗　図
■女性アスリート
コンディショニン
グセミナー�
13:00 ～17:00
泗　公

25
◆軽トラ朝市
7:30 ～ 11:30
迎町・中央区・立町
◆菊池市民卓球大
会�
8:30 ～
菊池市総合体育館サ
ブアリーナ

26
◆議会報告会�
19:00 ～七　公
■納税相談
夜間窓口�
～10/30まで
～20:00税務課

27
■年金出張相談
9:30 ～15:00
菊中公
●２歳児歯科健診 
13:10 ～ 13:40

（受付）菊文館
■もの忘れ相談会
13:30 ～16:00

（要予約）菊中公

28
●献血�
①9:30 ～11:15
②12:30 ～16:00
泗支所
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

29 30
◆人権コンサート�
18:30 ～旭　公

31
◆菊人形・菊まつり
�～11/15まで
9:00 ～17:00
菊池市民広場
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図
◆きくち観光物産
絵巻�
～11/1まで
菊池市民広場

11/１ 11/2
●アットホーム「マタ
ニティ」（母親学級）
13:15 ～13:30

（受付）西部セ

11/3
◆泗水秋まつり�
9:00 ～孔子公園
◆第30回しすいコス
モスマラソン大会�
泗水孔子公園
9:40スタート

11/4
■窓口延長（各種証
明書の発行）
～20:00市民課

11/5
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
●１歳６カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

11/6
●３歳児健診 
13:10 ～ 13:30

（受付）菊文館
■認知症アドバイ
ザー養成講座�
18:30～

11/7
●中央おはなし会
10:30 ～菊公図

情報と元気を発信するマガジン
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▼
し
す
い
孔
子
公
園
夏
祭
り
を

取
材
し
ま
し
た
。
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
う
会
場
内
を
動
き
回
っ

て
い
る
と
、
祭
り
の
ス
タ
ッ
フ

に
保
護
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の

姿
が
。「
う
ち
の
子
に
似
て
る

な
～
」
と
近
寄
っ
て
み
る
と
３

歳
の
息
子
で
し
た
。
家
族
と
一

緒
に
遊
び
に
き
て
い
ま
し
た
が

は
ぐ
れ
て
し
ま
い
、
迷
子
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。
保
護
し
て
い

た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
方
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
楳
田

▼
お
店
で
商
品
を
買
う
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
地
元
産
の
も
の
を

選
ん
で
い
ま
す
。
以
前
は
産
地

を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
見
た

目
や
値
段
で
選
ん
で
い
ま
し
た
。

ど
こ
で
ど
ん
な
人
が
作
っ
て
い

る
の
か
、
今
は
ラ
ベ
ル
を
見
る

の
も
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す

▼
実
家
か
ら
い
つ
も
新
鮮
な
野

菜
が
届
き
ま
す
。
ナ
ス
ビ
、
ジ

ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ト
イ
モ
、
旬
の

味
覚
で
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ

る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
野
中

武藤勝典さん
菊池人

菊池の自然で恋の予感

健康だより

連載開始

１人に１つの大事な番号

みんなで考える農業のまちづくり

３次販売決定！

菊池の米を世界へ

泊まりに婚会 in 菊池

足の指伸びてますか～？

シリーズ文教の偉人

マイナンバー制度が始まります！vol.3

プレミアム付き商品券「スーパーめぐるん券」

第３回「菊池米」食味コンクール



Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
しすい孔子公園夏祭りが８
月 14 日、孔子公園で開催
され、多くの来場者でにぎ
わいました。表紙は祭りの
最後を締めくくった花火大
会。クライマックスでは昨
年に引き続き 1.5 尺玉の大
花火（写真→）が打ち上げ
られ、菊池の夜空を鮮やか
に彩りました。

８月末の人の動き
人口 対前月比

人　口：50,128 人 － 40
男　性：24,093 人 － 25
女　性：26,035 人 － 15
世　帯：18,606 世帯 － 3

年齢別人口 
0 歳～ 14 歳 ： 6,649 人 13%

15 歳～ 64 歳 ： 28,395 人 57%
65 歳以上 　： 15,084 人 30%

Hot 
in

fo
rm

ation

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している
人、 伝 統 を 受 け 継 い で い る 人
な ど、 菊 池 で 頑 張 っ て い る 人
を 募 集 し ま す。 本 市 在 住 で あ
れば自薦・他薦は問いません。
詳しくは市長公室まで問い合
わせてください。
問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

やまあい村

武藤勝典さん34

1. 放牧しているため、逃げ出していないか頭数チェックが欠かせない　2. 自家栽培の野
菜は軽トラ朝市やマルシェで直販し人気を集めている　3. 土煙を上げながら走り回る豚
たち。たくさん体を動かすので通常の養豚より太りにくく、餌の量も増える

２１ ３

自然と共に生きる

　
「
ブ
ヒ
ー
ッ
」。
元
気
に
鳴
き
声
を
上
げ
る

や
ま
あ
い
村
の
「
走
る
豚
」。
泥
だ
ら
け
で

牧
場
を
駆
け
回
る
姿
に
目
を
細
め
る
。

　

家
業
を
継
い
だ
の
は
10
年
前
。
車
の
販
売

員
だ
っ
た
。
他
人
が
作
っ
た
も
の
を
人
に
薦

め
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
、

一
念
発
起
し
た
。「
農
作
物
は
一
か
ら
全
部

自
分
で
作
っ
た
も
の
。
ど
れ
だ
け
で
も
説
明

で
き
ま
す
。
収
入
は
減
り
ま
し
た
が
、
心
は

裕
福
に
な
り
ま
し
た
」

　

父
の
計け
い

臣し
ん

さ
ん
が
始
め
た
豚
の
放
牧
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
話

題
に
な
っ
た
。
ス
ト
レ
ス
な
く
育
っ
た
豚
は

病
気
に
強
く
、
肉
質
に
優
れ
臭
み
が
な
い
。

消
費
者
だ
け
で
な
く
飲
食
店
も
こ
ぞ
っ
て
買

い
占
め
る
ほ
ど
人
気
を
博
し
て
い
る
。「
餌

や
り
作
業
や
広
い
土
地
、
牧
場
の
管
理
な
ど

手
間
と
コ
ス
ト
は
何
倍
も
必
要
。
そ
れ
で
も

安
全
で
お
い
し
い
肉
を
届
け
る
た
め
に
続
け

て
い
ま
す
。
何
よ
り
、
豚
が
一
番
喜
ん
で
い

ま
す
か
ら
」

　

昔
と
比
べ
、
現
在
は
消
費
者
と
生
産
者
の

距
離
が
遠
く
な
っ
た
と
言
う
。「
ど
ん
な
環

境
で
ど
ん
な
餌
を
食
べ
て
育
っ
て
い
る
の
か

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
農
業
体
験
や
視
察
研

修
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

「
中
に
は
『
豚
が
か
わ
い
そ
う
で
食
べ
ら
れ

な
く
な
っ
た
』
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
い
い
ん
で
す
。
生
き
物
の
命
を
い
た
だ

き
、
自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」

　

無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
の
米
や
野
菜
も
栽

培
中
。「
子
ど
も
た
ち
に
安
全
な
も
の
を
食

べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。
そ
し
て
菊
池
の
美
し

い
自
然
を
未
来
に
残
し
て
い
き
た
い
で
す
」

Profile　むとう・かつのり
昭和 56 年２月 14 日生まれ。家族と一緒に「やまあ
い村」を経営し、現在 150 頭の豚を飼育中。米、原
木シイタケ、野菜の無農薬・無化学肥料栽培も行う。
農業体験には国内外から多くの人が訪れ、世界に菊
池の自然の魅力を伝えている。東正観寺区在住。34歳。

罹
り

災
さ い

証明書の申請を受け付け
ています

　台風 15 号被害に伴う罹災（届出）証明の申請を受け付
けています。台風 15 号以外の罹災（届出）証明の申請も
随時受け付けますが、申請期限は罹災から 90 日以内です。
◆受付期限　11 月 24 日㈫
　午前８時 30 分～午後５時 15 分（㈯㈰㈷を除く）
◆受付場所　防災交通課・各総合支所総務民生課
◆提出書類
・罹災（届出）証明交付申請書
・委任状　※代理人申請の場合
・ 罹災の状況が確認できる写真（全体および損傷している

箇所）
※ 申請には印かん、本人確認書類（運転免許証、旅券など）

が必要です。
◆現地調査
　職員が現地調査します（軽微な場合は写真確認）。
◆罹災（届出）証明書の発行
・申請後、３日～１週間を目途に発行します。
◆証明書の種類
・ 罹災証明書　住家・非住家の被害を市が確認できる場合

に限り発行。
・ 罹災届出証明書　住家・非住家の被害を市が確認できな

い場合や、住家・非住家以外の物に被害が生じた場合に
発行。

※詳しくはお問い合わせください。
問い合わせ先　防災交通課消防交通係　☎ 0968(25)7203

３ 菊池人　武藤勝則さん

４

～

13

特集

菊池まるごと農人
14 第３回「菊池米」食味コンクール
17
19

泊まりに婚会㏌菊池
３次販売決定！スーパーめぐるん券

20 マイナンバー制度が始まります！vol.3
22
23

エンジョイスポーツ
国民年金情報／シリーズ文教の偉人

24 健康だより

足の指伸びてますか～？
平成 25 年度健康づくり標語／献血にご協力ください／歯ッピー
キッズ

26
27

文芸きくち
図書だより

28
29

シリーズ菊池遺産／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費者生活センターです！

30
31

地域おこし協力隊を紹介します／シリーズ菊池の企業
菊池っ子だより

32

～

42

情報つう
▼お知らせ
大腸Ｓ状結腸内視鏡検査事前説明会／複合健診の追加健診を実施し
ます／インフルエンザ予防接種／障がいのある人へ各種手当のご案
内／ 10 月の「税」の納期限／差押不動産を公売します／計量器の
定期検査／介護予防ミニ講座／道路にはみ出した樹木などのせん定
と伐採のお願い／熊本県水とみどりの森づくり税／ひとり親家庭等
医療費助成制度／菊池市の放射線量／葬祭費をご存知ですか？／社
会福祉（障がい者福祉）施設整備補助金／ 10 月１日は「浄化槽の日」
です／しすい花火大会へのご協力ありがとうございました／お詫び
と訂正／土地の取引は届け出が必要です
▼募集

「ほの宵まつり」つくりびとボランティア募集／竜門ダムウオーキン
グ参加者募集／くまもと農業アカデミー後期講座受講生募集／幸せ
さがし「合コン」～パート 40 ／「児童福祉週間」標語を募集します
／菊池養生園保健組合職員募集／職業訓練コース受講生募集
▼相談
経営相談室（生衛業）／労使紛争の解決に「あっせん」をご利用くだ
さい／納税相談夜間窓口を開設します／認知症介護家族のつどい／行
政書士による無料相談会／もの忘れ相談会
▼講演講習
市民講座「コミュニケーション・スキルアップ講座」／女性アスリー
トコンディショニングセミナー／認知症サポーター養成講座／認知
症アドバイザー養成講座／里親講演会／第12回成年後見人養成講座
▼イベント
鞠智城の日／古代への旅スタンプラリー 2015 ／熊本矯正展／熊本
県内装飾古墳一斉公開／議会報告会／新米ママの子育ておしゃべり
講座／人権コンサート／菊池秋まつり／未就学児のためのすくすく
講座／熊本県総合博物館ネットワークオープニング記念企画／きく
ち観光物産絵巻／菊人形・菊まつり／泗水秋まつり／第 11 回菊池
市文化祭／熊本再春荘病院第 13 回健康フェスティバル／豊潤橋（水
管橋）の放水＆重味フットパス／安心安全メールをご利用ください

43 市民の広場

44
45

社会を明るくする運動　中学生の部優秀作文
TOPICS ～まちの話題～

46
47

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー
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「
き
ゃ
ー
、
沈
む
ー
」

　
水
を
張
っ
た
田
ん
ぼ
に
元
気
な
声
が
響
き

ま
す
。
旭
志
伊
坂
で
５
月
10
日
、
食
と
農
の

体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
田
植
え
体
験
が
あ
り
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
25
人
が
参
加
。
市
外
か
ら
は

熊
本
、
阿
蘇
の
ほ
か
、
兵
庫
県
か
ら
訪
れ
た

人
の
姿
も
。
主
催
は
地
元
の
農
産
加
工
グ

ル
ー
プ
「
あ
じ
さ
い
グ
ル
ー
プ
」
の
皆
さ

ん
。「
若
い
人
に
農
業
と
食
の
あ
り
が
た
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
代

表
の
上う

え

田だ

ス
ズ
子
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

農
業
で
地
域
お
こ
し

　
体
験
会
は
全
8
回
で
、
か
か
し
作
り
、
稲

刈
り
、
も
ち
つ
き
な
ど
を
実
施
予
定
。
作
業

の
後
に
は
田
舎
料
理
を
振
る
舞
い
、
食
の
Ｐ

Ｒ
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
毎
回
20
人
を
越
え

る
人
が
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
み
ん
な
『
楽

し
か
っ
た
、
ま
た
来
ま
す
ね
』
と
言
っ
て
く

れ
ま
す
。
う
れ
し
い
で
す
ね
。
手
作
り
か
か

し
も
好
評
で
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
に
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
」。
毎
年
行
う
農
作
業

が
、地
域
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

農
家
の
高
齢
化
が
進
む
地
区
に
と
っ
て
、

参
加
者
は
一
時
的
な
農
業
の
担
い
手
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。「
農
業
に
関
心
を
持
つ
人

は
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
農
村
の
魅

力
を
多
く
に
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」

農
業
の
今

　　
平
成
７
年
に
約
３
４
４
万
戸
あ
っ
た
日
本

の
農
家
は
、
平
成
22
年
に
は
約
２
５
２
万
戸

と
15
年
で
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。
平
均
年

齢
は
65
・
８
歳
と
高
齢
化
が
進
み
、
35
歳
未

満
は
５
％
と
担
い
手
は
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
農
家
数
も
減
っ
て
い
ま
す
。
平
成

12
年
の
３
０
４
７
戸
か
ら
、
平
成
22
年
に
は

２
４
６
４
戸
と
、
10
年
間
で
約
６
０
０
戸
も

減
少
し
ま
し
た
。

　
農
業
の
活
性
化
に
向
け
、
国
・
県
・
市
は
、

給
付
金
や
奨
励
金
制
度
、
特
産
品
の
開
発
、

環
境
保
全
、
相
談
窓
口
の
開
設
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
も
あ
り
、
最
近
で
は
就
農
者
の
数
が

少
し
ず
つ
増
え
て
き
ま
し
た
。
規
模
拡
大
や

担
い
手
確
保
の
た
め
に
、
法
人
化
を
目
指
す

人
も
出
て
き
ま
し
た
。
田
舎
暮
ら
し
に
魅
力

を
感
じ
、
都
会
か
ら
移
住
し
て
就
農
す
る
人

も
増
え
て
い
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
復
活
の
兆
し
を
見
せ
る
農
業
で

す
が
、
市
場
価
格
の
低
下
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太

平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
問
題
な
ど
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
で
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
つ
か
み
、
創
意
工
夫
で
農

業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
人

た
ち
が
い
ま
す
。

▼国
① 青年就農給付金（準備型）
　農業大学などの農業経営者育成教育機関、専心農家・先
進農業法人で就農に向けて必要な技術などを習得するため
に研修を受ける場合、原則として 45 歳未満で就農する人
に対し、最長２年間、年間 150 万円を給付します。
② 青年就農給付金（経営開始型）
　経営が不安定な就農直後の所得の確保を支援するため、
原則として 45 歳未満で独立・自営就農する人に対し、最
長５年間、年間最大 150 万円を給付します。

▼県
① くまもと里モンプロジェクト推進事業
　美しい景観づくり、耕作放棄地の活用、地域資源を生か
した特産品の開発など、幅広い取り組みを支援し、持続可
能な農山漁村を目指します。
問県むらづくり課　☎ 096(333)2415
②熊本県新規就農支援センター
☎ 096(385)2679　Ⓕ 096-213-1239
Ⓗ http://www.kuma-farm.jp/
　青年農業者の就農準備を支援するための相談窓口です。
農業の仕事内容や就農方法など、個別の相談に応じていま
す。農業法人の求人情報、農業体験の募集、就農相談会と
いったイベント情報を発信しています。

▼市
① 新規農業就業奨励金
　やる気のある農業後継者の育成を図るために交付しま
す。申請は地元区長へ連絡して農政課で申請してください。
奨励金　１人当たり 30 万円
・申請期限　11 月 11 日㈬
・申請条件　次の全ての項目を満たすこと。
 ▼平成 27 年４月以降専業農家として就農し、今後も継続
して営農していく人▼市内に居住し、満 17 歳以上 40 歳
未満の人（基準日：平成 27 年４月１日）▼中学卒業者は
卒業後２年間就農し、定着可能な人▼就農奨励金の交付を
受けた年から起算して５年間は、毎年就農状況の報告を行
うこと。（農業を辞めると奨励金の返還が必要です）
② 結婚祝い金
　専業農家およびその後継者などが結婚するとき、祝い金
を交付します。農政課で申請してください。
・祝い金　１組当たり５万円
※詳しくはお問い合わせください。
問農政課農政係　☎ 0968(25)7221

就農・農業活性化などの支援制度 初めて田植えをして、農家
の皆さんの苦労が分かり

ました。普段はスーパーの野
菜しか知らないので取れたて
野菜はとてもぜいたくですね。
料理は全部おいしかったです。中

な か

田
た

沙
さ

織
お り

さん
（兵庫県）

元々土をいじるのが好き
で、子どもにも農業の楽

しさを感じてもらおうと思い
ました。（莉恵さん）

どうやってお米が作られて
いるのかを知ることがで

きて良かったです。（百桃さん）
名

な

島
し ま

莉
り

恵
え

さん㊨
　　百

も

桃
も

さん㊧
（熊本市）

2 3 5

1. 代表の上田さん。この体験会は「くまもと里モンプロジェクト推進事業」を活用した　2. 泥に足を取られながら初めての田植え作業　3. 手
作りのかかしづくり。鳥よけではなく人を寄せることが目的　4.5. 地元の中学生も料理を手伝い、地域の食文化を受け継いでいる

41

私たちの命の源である「食」を守る農業。しかし、高齢化や担い手不足など、現状は厳しさを増す
ばかりです。そんななか、農業の活性化に取り組んでいる人たちがいます。
今回は、菊池の農業とまちづくりについて考えてみます。
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「
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ

て
き
た
の
で
、
足
跡
を
た
ど
る
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
」
と
二
人
は
今
回
の
受
賞
を
振

り
返
り
ま
す
。

　
瀧
内
さ
ん
は
現
在
、
黒
毛
和
種
の
肥
育
牛

２
０
０
頭
、
繁
殖
牛
１
５
０
頭
を
飼
育
。
肥

育
と
繁
殖
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
農
家
が
経
営
す

る
の
が
一
般
的
で
す
が
、
先
端
技
術
の
導
入

や
作
業
効
率
化
な
ど
の
取
り
組
み
で
、肥
育・

繁
殖
の
複
合
経
営
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
地

域
貢
献
活
動
も
評
価
さ
れ
、
昨
年
度
の
県
農

業
コ
ン
ク
ー
ル
で
グ
ラ
ン
プ
リ
、
７
月
に
は

全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
で
名
誉
賞
を
受
賞
。

畜
産
農
家
の
先
駆
的
モ
デ
ル
と
し
て
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

　

権
二
さ
ん
が
就
農
し
た
の
は
平
成
２
年
。

牛
肉
輸
入
自
由
化
を
翌
年
に
控
え
、
勤
務
し

て
い
た
農
協
を
退
職
。
畜
産
業
の
道
へ
と
進

み
ま
し
た
。「
畜
産
農
家
に
と
っ
て
は
競
争

が
厳
し
く
な
る
か
ら
、
普
通
は
辞
め
る
ん
で

す
け
ど
ね
。
で
も
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と

思
っ
た
ん
で
す
。
経
営
の
や
り
方
次
第
で
は

う
ま
く
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
一
念
発
起
し

ま
し
た
」。
土
地
も
牛
舎
も
な
い
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
。
輸
入
自
由
化
で
元
牛
の
価
格

が
下
が
る
こ
と
や
、
助
成
制
度
の
開
始
を
予

測
し
、
初
期
費
用
が
抑
え
ら
れ
る
と
考
え
ま

し
た
。

　
最
初
は
廃
業
し
た
牛
舎
を
借
り
、
赤
牛
の

飼
育
か
ら
始
め
ま
し
た
。
後
に
、
輸
入
牛
に

対
抗
す
る
た
め
高
級
な
黒
毛
和
種
に
転
換
。

通
常
の
子
牛
よ
り
安
い
若
い
牛
を
購
入
し
た

り
、
繁
殖
に
も
取
り
組
ん
だ
り
す
る
な
ど
工

夫
を
重
ね
、徐
々
に
規
模
を
拡
大
し
ま
し
た
。

「
始
め
る
の
が
遅
か
っ
た
か
ら
、普
通
に
や
っ

て
い
て
も
他
の
畜
産
農
家
に
追
い
つ
け
な

い
。
10
年
後
に
は
追
い
つ
き
た
い
と
い
う
思

い
で
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
」

　

年
間
約
２
千
万
円
必
要
だ
っ
た
飼
料
代

も
、
現
在
は
飼
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
耕
作

農
家
と
連
携
す
る
こ
と
で
１
０
０
％
自
給
を

実
現
。
地
元
の
飼
料
で
育
っ
た
地
元
生
ま
れ

の
牛
と
し
て
、
安
全
・
安
心
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
菊
池
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
確
立
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

地
域
連
携
で
農
業
を
活
性
化

　
「
地
域
の
農
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

は
、
地
域
で
の
協
力
・
連
携
が
不
可
欠
」
と

語
る
権
二
さ
ん
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
地

域
で
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
17
年
に

「
Ｊ
Ａ
菊
池
一
環
繁
殖
牛
部
会
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
活
動
が
実
を
結
び
、
当
初
７
３
６

頭
だ
っ
た
繁
殖
牛
の
数
は
、
こ
と
し
１
月
時

点
で
４
２
０
０
頭
ま
で
増
加
。
子
牛
の
数
が

全
国
的
に
不
足
す
る
中
、
生
産
力
の
拡
大
に

成
功
し
て
い
ま
す
。

　
繁
殖
牛
を
阿
蘇
の
牧
場
に
放
牧
し
、
飼
育

作
業
の
効
率
化
や
草
原
維
持
と
い
っ
た
環
境

保
全
に
も
貢
献
。
研
修
生
の
受
け
入
れ
や
、

畜
産
農
家
の
後
継
者
を
従
業
員
と
し
て
雇
用

す
る
な
ど
、
後
進
の
育
成
も
積
極
的
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
畜
産
経
営
を
始
め
て
こ
と
し
で
25
年
。
今

後
に
つ
い
て
聞
く
と「
ち
ょ
っ
と
休
み
た
い
」

と
二
人
は
笑
い
ま
す
。「
な
か
な
か
休
み
が

取
れ
な
い
の
で
、
も
っ
と
ゆ
と
り
あ
る
経
営

体
制
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。そ
れ
か
ら
、

菊
池
産
飼
料
で
育
て
た
菊
池
産
牛
の
生
産
体

制
を
つ
く
り
、
菊
池
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
確
立
と

地
域
農
業
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て

い
き
た
い
で
す
」

私たちは未来の畜産農家です！

後継者です
複合経営の手法を学んでいます。天
候や牛の状態を見て、自分で考えて
行動しなさいと自主性を尊重しても
らえるのでありがたいです。きつい
ときもありますが、将来のために
しっかり頑張りたいと思います。

橋
は し

本
も と

昇
しょう

汰
た

さん
（合志市）

新規就農します
繁殖牛の飼育を始めるために勉強し
ています。畜産は農業大学などで勉
強してきましたが、実際に体験する
のとは全然違う。県外に行く人もい
るなか、近くに受け入れてもらえる
場所があるのはありがたいです。

吉
き

良
ら

聡
そ う

一
い ち

郎
ろ う

さん
（岩本）

1 2

3 4

1.4. 農業コンクールの事前視察で取り組み内容を説明する瀧内さん夫
妻　2.3. 雇用した就農者には自ら考えて行動することの大切さを説き、
畜産経営の難しさと楽しさを伝えています

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス

連
携
で
農
業
に
元
気
を
！ 第64回全国農業コンクール全国大会　名誉賞

平成26年度熊本県農業コンクール大会　経営体部門　秀賞（グランプリ）

瀧
た き

内
う ち

権
け ん

二
じ

さん・里
り

恵
え

さん夫妻（九の峰）

■全国農業コンクール
　卓越した経営力と栽培技術で先進的な農業を実践する生産者
を顕彰します。その取り組みを広く紹介し、日本の農業発展に
役立てることを目的にしています。毎日新聞社主催。
　都道府県審査を通過した農業者・団体の調書を基に、中央審
査委員会が全国 20 代表を決定。現地審査と全国大会での発表

を総合審査して、グランプリの毎日農業大賞１点や名誉賞（農
林水産大臣賞）10 点、優秀賞 10 点を選びます。
　名誉賞受賞者は農林水産祭（農林水産省など主催）に推薦さ
れ、過去 47 点が天皇杯に輝くなど、歴史・実績ともに全国トッ
プレベルのコンクールです。
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第64回全国農業コンクール全国大会　優秀賞
平成26年度熊本県農業コンクール大会　食と農部門　秀賞

渡辺商店　代表取締役 渡
わ た

邉
な べ

義
よ し

文
ふ み

さん（上町）

　
「
農
家
か
ら
消
費
者
ま
で
み
ん
な
が
潤
う

社
会
に
し
た
い
」。
こ
う
語
る
の
は
、
昭
和

29
年
か
ら
続
く
酒
屋
で
３
代
目
を
継
ぐ
渡
邉

さ
ん
。
平
成
15
年
に
始
め
た
無
農
薬
米
作
り

を
機
に
、
生
産
者
や
加
工
業
者
と
連
携
し
た

無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
の
農
作
物
や
、
加
工

品
の
開
発
・
販
売
に
着
手
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
や
農
業
体
験
、
環
境
保
全
型
農

業
の
普
及
、
自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
、
新

規
就
農
者
支
援
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

生
産
者
の
思
い
を
付
加
価
値
に

　
「
環
境
保
全
の
講
演
を
聴
い
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
無
農
薬
米
の
販
売
を
始
め
ま
し

た
。
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
食

物
の
自
給
率
を
上
げ
、
美
し
い
自
然
環
境
を

残
し
て
い
く
こ
と
が
責
務
だ
と
思
っ
た
ん
で

す
。
で
も
、
最
初
は
全
然
売
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
、
米
作
り
の
苦
労
や
生
産
者
の

思
い
を
知
る
た
め
に
、
自
分
で
無
農
薬
・
無

化
学
肥
料
米
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
菊
池
環
境
保
全
型
農
業
技
術
研
究
会
の
指

導
を
受
け
、
初
め
て
作
っ
た
米
が
九
州
米
サ

ミ
ッ
ト
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
試
行
錯
誤
の

末
、オ
リ
ジ
ナ
ル
焼
酎
も
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

生
産
の
喜
び
と
６
次
産
業
の
面
白
さ
を
知
っ

た
渡
邉
さ
ん
は
、
雑
穀
や
野
菜
、
加
工
品
な

ど
商
品
の
数
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。「
う

ち
で
取
り
扱
っ
て
い
る
商
品
は
地
元
産
の
素

材
で
作
ら
れ
た
も
の
だ
け
。
生
産
者
の
思
い

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　
こ
う
し
た
商
品
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
自
然
派

き
く
ち
村
」
を
開
設
し
ま
し
た
。「
生
産
者

の
手
間
暇
と
思
い
を
商
品
の
付
加
価
値
と
し

て
、
消
費
者
に
伝
え
た
か
っ
た
ん
で
す
。
そ

れ
を
効
果
的
に
で
き
る
の
が
ネ
ッ
ト
販
売
で

し
た
」。
商
品
の
ペ
ー
ジ
に
は
生
産
者
や
開

発
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
。
付
加
価
値
が
安

全
・
安
心
の
〝
菊
池
ブ
ラ
ン
ド
”
と
し
て
認

知
さ
れ
始
め
る
と
、
次
第
に
口
コ
ミ
が
広
が

り
、全
国
か
ら
多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲
得
。

ゴ
ボ
ウ
茶
な
ど
数
々
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
み

出
し
ま
し
た
。

　
出
品
手
数
料
０
円
、一
括
買
い
取
り
な
ど
、

生
産
者
が
安
心
し
て
出
品
で
き
る
仕
組
み
も

取
り
入
れ
ま
し
た
。「
生
産
者
の
言
い
値
で

全
部
買
い
取
り
ま
す
。も
し
売
れ
な
く
て
も
、

生
産
者
が
損
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
店

の
リ
ス
ク
は
高
い
で
す
が
、
自
信
を
持
っ
て

販
売
し
て
い
ま
す
。
菊
池
の
農
産
物
の
品
質

は
折
り
紙
つ
き
。そ
れ
に
磨
き
を
か
け
れ
ば
、

消
費
者
に
は
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
る
ん
で
す
」

自
立
で
き
る
農
家
の
育
成
を

　
菊
池
の
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
渡
邉
さ

ん
。
環
境
保
全
活
動
の
普
及
と
新
規
就
農
者

2 1

456

1. 店頭には数々のオリジナル商品が並ぶ　2. 体験型イベント「菊池に行こう！百姓三昧」を毎年開催。参加者に安全・
安心な菊池の食材をアピールし、生産者との交流も行っている　3.4. 自然食レストラン「郷の恵」。菊池の農産物を
ふんだんに使った田舎料理が人気　5. 菊池未来農場には現在 12 人の農家が登録　6.「耕作放棄地の解消だけでなく
地元住民の雇用の場になり地域活性化にもつながっている」と話す菊池未来農場取締役の合

こ う

志
し

武
た け

治
し

さん

売
る
の
は〝
モ
ノ
”じ
ゃ
な
く〝
思
い
”

み
ん
な
が
潤
う
社
会
に
し
た
い

支
援
の
た
め
に
、
無
農
薬
米
の
生
産
者
を
増

や
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。「
新
規
就

農
は
土
地
も
道
具
も
要
り
ま
す
し
、
し
ば
ら

く
は
収
益
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で『
全

部
買
い
取
る
か
ら
無
農
薬
米
を
作
り
ま
せ
ん

か
』
と
い
う
提
案
を
始
め
ま
し
た
。
そ
う
す

れ
ば
安
心
し
て
始
め
ら
れ
ま
す
よ
ね
。
ネ
ッ

ト
販
売
と
同
様
、
う
ち
の
シ
ス
テ
ム
は
生
産

者
の
メ
リ
ッ
ト
が
最
優
先
な
ん
で
す
」

　
常
に
生
産
者
の
立
場
で
商
品
を
扱
う
渡
邉

さ
ん
は
、
そ
の
思
い
を
次
の
よ
う
に
語
り
ま

す
。「〝
モ
ノ
”だ
け
を
売
る
の
で
は
な
く
、〝
思

い
”
も
売
る
の
が
商
売
。
僕
は
職
人
で
も
農

家
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
作
り
手
の
気

持
ち
が
分
か
る
商
人
で
あ
り
た
い
。だ
か
ら
、

う
ち
の
店
に
は
よ
そ
じ
ゃ
買
え
な
い
、
人
の

思
い
が
詰
ま
っ
た
も
の
し
か
置
い
て
い
な
い

ん
で
す
。
こ
う
し
た
商
品
の
ニ
ー
ズ
は
確
実

に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
生
産
者
も
加
工
業
者

も
消
費
者
も
、
み
ん
な
に
潤
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
自
分
の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
こ
と
し
４
月
、地
域
の
活
性
化
を
目
的
に
、

旭
志
麓
に
株
式
会
社
菊
池
未
来
農
場
を
設
立

し
ま
し
た
。従
業
員
は
地
元
農
家
の
皆
さ
ん
。

当
面
は
麦
や
大
豆
な
ど
、
雑
穀
を
中
心
に
栽

培
し
て
い
き
ま
す
。「
将
来
は
新
規
就
農
希

望
者
を
受
け
入
れ
、
菊
池
で
自
立
で
き
る
農

家
を
育
成
し
た
い
。
Ｉ
タ
ー
ン
で
農
業
を
し

た
い
と
い
う
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。移
住・

定
住
の
促
進
に
も
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
」

3
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４
年
前
、
実
家
の
あ
っ
た
龍
門
の
寺
小
野

区
で
新
規
就
農
し
ま
し
た
。
最
初
は
機

械
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
収
入

も
少
な
か
っ
た
の
で
、
家
族
を
養
う
た
め
に

環
境
教
育
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
農
業
に
打
ち
込
め
る
時
間
が
取
れ
ず
、

も
ど
か
し
い
日
々
で
し
た
ね
。

　
そ
ん
な
と
き
、
青
年
就
農
給
付
金
制
度
が

始
ま
っ
た
ん
で
す
。
市
の
制
度
も
活
用
し
、

規
模
拡
大
を
見
越
し
た
設
備
投
資
で
足
元
を

固
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
制

度
は
、
私
た
ち
新
規
就
農
者
へ
の
投
資
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
何
倍
に
で
も
増
や
し
て
、

税
金
と
し
て
返
せ
る
よ
う
に
努
力
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
米
作
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
は
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
交

流
を
深
め
る
う
ち
「
う
ち
の
田
ん
ぼ
を
使
わ

ん
ね
」
と
耕
作
放
棄
地
を
貸
り
る
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
規
模
拡
大
も
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
数
種
類
の
無
農
薬
米
を
作
っ
て
い

ま
す
。
以
前
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
で
苦
し
ん

で
い
た
人
か
ら
「
實
取
さ
ん
の
米
は
食
べ
ら

れ
た
」
と
い
う
声
を
聞
き
、
う
れ
し
く
て
涙

が
出
ま
し
た
。
自
分
が
作
っ
た
も
の
で
消
費

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
、
こ
れ
も
農
業
の
醍

醐
味
で
す
ね
。今
後
は
も
っ
と
技
術
を
磨
き
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
農
業
を
地
域
に
広
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

給付金制度は私たちへの
投資だと思っています

菊池市で新規就農した 若手農家に話を聴きました

地域資源を生かして
自分スタイルの農業を

Ｕ
ターン

I
ターン

稲作農家　實
み

取
と り

義
よ し

洋
ひ ろ

さん（寺小野）

農・商・工連携で農業に光を！地域で農業と農村景観を守る くまもと里モンプロジェクト推進事業多面的機能支払交付金制度

野菜農家　中
な か

島
し ま

智
と も

美
み

さん（滝）

米をチェックする實取さん。「米を育てながら環境を守っています」（写真㊧）。地域の人との交流を大切にする實取さん。取材中も通りすがりの人と米づくり
の話題に花が咲いた（写真㊥）。給付金などの制度を活用して農機具を導入（写真㊨）。

慣れた手つきで畑を耕す中島さん。野菜は全て無農薬栽培（写真㊨）。農園カフェ「うぶとも」。コーヒーやかき氷などのほか、畑で取れた新鮮な野菜を使った
料理も提供（写真㊥）。農園カフェで開いたマイ箸作り。子どもから大人までさまざまな世代が集う（写真㊧）。

1. 和菓子職人の中
なか

原
はら

大
だい

松
まつ

さん（中
原松月堂）。「生産者とギブアンド
テイクでオリジナル商品を作りた
い」　2. 生産者が耕作放棄地で栽
培した県特産品の「肥後小豆」で
作ったおはぎ　3. プロの手ほどき
を受けながら和菓子作りに挑戦。
菊池農業高校生も参加

1. 農道沿いに花を植える参加者た
ち。約 6,000 株の苗を植えた
2. 農業用水路の水質検査。子ど
もたちが農業を学び、関心を持つ
きっかけにもなっている　3. ２月
に土地改良区主催で行われた景観
保全活動には、約 150 人の地域
住民が集まった

　NPO 法人きらり水源村では、昨年度から県
の補助事業を活用し、生産者と加工・販売業者
と連携して地域性豊かな商品を開発する取り組
みを進めています。
　素材は生産者が提供し、難しい加工技術を専
門家がカバー。それぞれのノウハウを連携して
生かすことで、地域での６次産業化、地産地消
の商品作りを推進し、農業と商業の活性化、後
継者育成を図ります。

　基幹産業である農業と豊かな農村風景を後世
につないでいくために、昨年 12 月、菊池地域
広域協定運営委員会が発足しました。
　近年、農村集落の高齢化や人口減少などによ
り、農業施設や農村風景、農地特有の生態系を
維持することが難しくなっています。こうした
農業・農村の多面的機能を守るため、集落同士
が連携・協力し、地域で農業施設の維持管理や
景観保全を行っていきます。

花植え作業に参加しま
した。農業は楽しい。

トラクターを動かしたり
野菜をつくったり、家の
手伝もしています。将来
は野球選手か農業をした
いと思っています。

プロが作るものは手間
がかかっていて勉強

になりました。昔は普通
にあった野菜もだんだん
減っています。こうした
農産物を使えばブランド
化もできると学びました。

河
か わ

上
か み

ミチヲさん
（岩平）

岩
い わ

下
し た

弘
ひ ろ

樹
き

さん
（菊池南中１年）

見ていると簡単そうだ
けど、やってみると

難しかったです。６次産
業、経営、加工の仕方な
どを勉強しています。将
来は祖父の農地を使って
農業をする予定です。

小
こ

島
じ ま

竜
りゅう

也
や

さん
（菊池農高２年）

用水路の整備など集落
単位では厳しかった

作業も、これからは助け
合って行います。農地・
景観の保全は地域全体で
やっていくという意識を
高めていきたいです。

笹
さ さ

本
も と

哲
て つ

郎
ろ う

会長
（下西寺）

11

22

33

農業を守る取り組みが広がっています

小
さ
い
頃
か
ら
祖
父
母
の
農
作
業
を
手

伝
っ
て
い
た
こ
と
や
、
食
育
を
し
て
い

た
母
の
影
響
も
あ
り
、
農
業
や
自
然
が
好
き

で
し
た
。
今
は
親
戚
の
畑
を
借
り
て
、
サ
ツ

マ
イ
モ
や
サ
ト
イ
モ
を
主
に
露
地
野
菜
を

作
っ
て
い
ま
す
。
全
く
の
素
人
で
始
め
た
農

業
で
す
が
、
周
り
の
人
や
企
業
の
協
力
、
青

年
就
農
給
付
金
な
ど
の
支
援
制
度
を
活
用
し

て
、
少
し
ず
つ
軌
道
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

　

農
業
を
続
け
る
と
き
に
大
切
な
こ
と
は
、

自
然
と
の
共
生
と
地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

毎
年
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
千
畳
河
原

の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
か

ら
河
川
敷
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
も
始
め
ま

す
。
昨
年
、
規
格
外
野
菜
の
活
用
と
地
域
交

流
、
観
光
客
の
休
憩
所
を
目
的
に
カ
フ
ェ
を

始
め
ま
し
た
。
こ
こ
は
風
光
明
媚
で
、
近
く

に
は
大
場
堰
と
千
畳
河
原
が
あ
り
、
夏
場
は

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
農
業
体
験
や

婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
今
後
も
地
域
資
源
を

生
か
し
な
が
ら
、
農
業
・
農
村
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
農
業
は
、
野
菜
な
ど
を
作
っ
て
売
る
だ
け

で
な
く
、
環
境
を
守
っ
た
り
地
域
を
元
気
に

し
た
り
、
い
ろ
ん
な
ス
タ
イ
ル
が
あ
っ
て
い

い
と
思
い
ま
す
。固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

未
来
に
つ
な
が
る
農
業
を
し
て
い
け
ば
、
将

来
も
必
要
と
さ
れ
る
産
業
と
し
て
、
若
い
人

た
ち
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
は
ず
で
す
。
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と
接
す
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
で
、
消
費
者

と
直
接
つ
な
が
り
、
独
自
に
販
路
を
拡
大
す

る
力
強
い
農
業
者
も
育
っ
て
い
ま
す
。

　
田
舎
の
魅
力
に
引
か
れ
て
農
業
を
始
め
る

若
い
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
情
報
発
信
の

拠
点
と
し
て
「
菊
池
に
行
っ
て
み
た
い
、
住

ん
で
み
た
い
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
取
り

組
み
も
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

農
業
と
観
光
業
は
両
輪
で
考
え
る

　
「
食
」
は
観
光
で
最
も
大
事
な
要
素
で
す
。

観
光
客
は
そ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
感
動
を

求
め
て
訪
れ
ま
す
。
交
流
人
口
を
増
や
し
地

域
経
済
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
食

を
支
え
る
農
業
の
発
展
が
不
可
欠
で
す
。

　

農
業
が
衰
退
す
れ
ば
魅
力
あ
る
食
が
消

え
、
訪
れ
る
人
が
減
っ
て
観
光
も
衰
退
す
る

で
し
ょ
う
。
農
業
と
観
光
業
を
両
輪
と
と
ら

え
、
関
係
者
同
士
が
連
携
し
て
地
域
経
済
の

活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

大
切
な
の
は
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と

　
こ
れ
か
ら
就
農
を
目
指
す
人
に
は
、
た
く

さ
ん
勉
強
し
て
い
ろ
ん
な
こ
と
を
吸
収
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
失
敗
を
恐
れ
ず
、
ど
ん
ど

ん
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い
。
大
切
な
の
は
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ

と
で
す
。
私
は
20
歳
で
ゼ
ロ
か
ら
養
鶏
業
を

　
６
次
産
業
の
成
功
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
か

ら
注
目
を
集
め
る
株
式
会
社
コ
ッ
コ
フ
ァ
ー

ム
。
地
域
住
民
を
中
心
に
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
、

民
間
企
業
と
連
携
し
た
農
業
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
掲
げ
、
農
業
と
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
同
社
の
松
岡
会
長
に
農
業

へ
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

未
来
を
守
る
た
め
に

　
菊
池
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で

す
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
そ
の
恩
恵
を

受
け
つ
つ
、
美
し
い
農
村
の
景
観
と
環
境
を

守
る
役
割
も
果
た
し
て
き
ま
し
た
。一
方
で
、

高
度
経
済
成
長
期
に
は
農
業
か
ら
工
業
へ
、

農
村
か
ら
都
市
へ
と
人
が
流
れ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
環
境
破
壊
や
過
疎
と
い
っ

た
問
題
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問

題
を
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
背
負
わ
せ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。

　
農
業
を
守
る
こ
と
は
日
本
の
未
来
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
未
来
を
担
う
の
は

若
い
世
代
で
す
。
社
長
は
農
業
を
「
若
者
が

就
き
た
い
職
業
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
農

業
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
し
、
夢
と
希
望

を
持
て
る
職
業
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
平
成
23
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
た
ま
ご

庵
」
で
は
、生
産
者
直
売
の
物
産
館
を
備
え
、

農
業
者
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者

　
市
は
昨
年
、
農
産
物
の
独
自
の
品
質
基
準

を
つ
く
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

開
設
し
ま
し
た
。
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

促
進
し
、
全
国
の
消
費
者
に
売
り
込
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
取
り
組
み
と
今
後

の
目
標
に
つ
い
て
、
江
頭
市
長
に
話
を
聴
き

ま
し
た
。

菊
池
基
準
で
農
産
物
を
ブ
ラ
ン
ド
化

　
豊
か
な
自
然
と
水
に
育
ま
れ
た
菊
池
の
農

産
物
は
「
味
が
濃
く
て
う
ま
い
」
と
、
有
名

レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
も
認
め
る
お
い
し
さ

で
す
。
し
か
し
、
全
国
で
は
そ
の
良
さ
が
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
近
年
は
健
康

志
向
や
安
全
な
食
を
求
め
る
声
も
高
ま
っ
て

お
り
、
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
も
必
要

で
し
た
。

始
め
、
失
敗
を
繰
り
返
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

強
い
思
い
を
持
ち
、
ア
イ

デ
ア
を
行
動
に
移
す
こ
と
で

道
を
開
い
て
き
ま
し
た
。

　

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

し
、
新
し
い
こ
と
を
学
び
、
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
た
ア
イ
デ
ア
を
カ
タ
チ
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
成
長
が
、
ま
ち
の
未

来
を
守
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

Profile　まつおか・よしひろ
昭和 24 年 1 月 30 日生まれ。農家の長男として生まれ、中学校卒業と同
時に農業の専門学校に１年間修学。一度は家を継ぐものの離農し横浜へ。
11 種類の職を転職した後、菊池の自然の素晴らしさを見直し帰郷、現在
に至る。2006 年高年齢者雇用開発コンテスト優秀賞、県農業コンクー
ル大会グランプリ、第 56 回全国農業コンクール全国大会グランプリ、第
１回再チャレンジ支援功労者表彰、フードアクション日本アワード 2009、
中小企業 IT 経営力大賞などを受賞。菊池市教育委員。中原区在住。66 歳。

株式会社コッコファーム　松岡義博 会長

農業を若者が就きたい職業
ナンバーワンにしたい

㊧地域との共生、都市と農村の交流、情報発信の拠点と位
置づける「たまご庵」。物産館やレストラン、インキュベー
ション施設などを備え、年間約 110 万人が訪れる　㊥大
ヒット商品の「朝取りたまご」は会長のアイデアから生ま
れた　㊨店内には地元生産者の農林産物がずらりと並ぶ

インターネットショップ「菊池まるごと市場」。現在、菊池
基準を満たした約 180 品の農産物や加工品を掲載中。
アドレス　https://www.kikuchi-marugoto.jp/

菊
池
市
長　
江え

頭が
し
ら　
実み

の
る

儲
か
る
農
業
を
目
指
す

　
そ
こ
で
、
本
市
の
農
産
物
を
安
心
安
全
な

菊
池
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
に
発
信
す
る
た

め
、
独
自
の
品
質
基
準
と
な
る
「
菊
池
基

準
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。
昨
年
10
月
に
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
菊
池
ま
る
ご
と

市
場
」
を
オ
ー
プ
ン
し
、
全
国
都
市
圏
の
消

費
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
菊
池
ブ
ラ
ン
ド
を
定
着
さ

せ
、
潜
在
的
観
光
客
の
掘
り
起
こ
し
も
行
っ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
生
産
者
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
菊
池
ま

る
ご
と
市
場
へ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

菊
池
の
米
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

　
米
ど
こ
ろ
菊
池
の
復
活
に
向
け
、
菊
池
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
毎
年
11
月
に
「
菊
池
米
」
食
味

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
菊
池
米
の
知
名
度

ア
ッ
プ
と
生
産
者
の
技
術
向
上
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
と
し
は
の
大
会
は
こ
れ
ま
で
に

な
い
規
模
に
な
り
そ
う
で
す
（
次
ペ
ー
ジ
参

照
）。
皆
さ
ん
が
作
っ
た
自
慢
の
米
で
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
実
を
結
び
、
来
年

は
本
市
で
「
第
18
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ

ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
」
の
開
催
が
決
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
菊
池
米
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
現
在
、

生
産
者
、
行
政
、
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
が
協

力
し
て
品
質
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

菊
池
の
農
業
の
可
能
性
は
無
限
大
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
菊
池
の〝
農
力
”を
最
大
限
に

引
き
出
し
、「
儲
か
る
農
業
」
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

「
ま
る
ご
と
農
人
」で
ま
ち
を
元
気
に

　
農
業
は
、
私
た
ち
の
食
を
支
え
る
大
事

な
仕
事
で
す
。
自
然
環
境
を
守
り
、
美
し

い
景
観
を
つ
く
り
、
地
域
経
済
の
礎
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
菊
池
に
は
、
農
業
を
守
り
、
地
域
を
元

気
に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
農
家
以
外
の
人
に
も
で
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。
地
元
の
農
産
物
を

買
い
、作
り
手
の
思
い
に
触
れ
、食
べ
て
、

人
に
自
慢
す
る
、
地
産
地
消
の
取
り
組
み

で
す
。
農
業
が
元
気
に
な
れ
ば
、
ま
ち
が

元
気
に
な
り
ま
す
。農
に
関
わ
る
こ
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
農

に
関
わ
る
「
農
人
」
に
な
っ
て
、
元
気
な

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　菊池まるごと市場では、菊池基準を満たす農
産物や加工品を販売しています。出品したい人
は下記の物産館などで会員登録と商品登録をお
願いします。詳しくはお問い合わせください。
問農政課ブランド推進室　☎ 0968(25)7266
・きくち観光物産館　　　☎ 0968(25)5477
・道の駅旭志　　　　　　☎ 0968(37)3719
・道の駅泗水養生市場　　☎ 0968(38)6100
・七城メロンドーム　　　☎ 0968(25)5757
・ファームきくち　　　　☎ 0968(26)5960
・ＪＡ菊池販売企画課　　☎ 0968(23)3201

菊池まるごと市場への出品者を募集中です
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菊
池
の
米
を
世
界
へ
─
─

第３回「
菊
池
米
」食
味
コ
ン
ク
ー
ル

と
　
き
　
11
月
15
日
㈰
　
午
前
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
菊
池
市
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
米
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会（
農
政
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
６

■
募
集
期
限　

11
月
５
日
㈭

　
※
㈯
㈰
㈷
は
除
く
。

■
対
象
米

　
平
成
27
年
菊
池
市
産
う
る
ち
米　
玄
米
２
㌔

　
※
品
種
は
限
定
し
ま
せ
ん
。

■ 

米
の
品
種　
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
、
森
の
く
ま
さ
ん
、

く
ま
さ
ん
の
力
、
に
こ
ま
る
は
、
品
種
ご
と
に

３
検
体
ま
で
出
品
可
と
し
、
そ
の
他
の
品
種
は

2
検
体
ま
で
出
品
可
と
し
ま
す
。

■ 

参
加
資
格　
市
内
在
住
か
つ
市
内
で
米
を
栽
培

し
、
コ
ン
ク
ー
ル
最
終
食
味
官
能
審
査
で
上
位

に
残
っ
た
場
合
に
10
俵
程
度
販
売
で
き
る
人
。

販
売
で
き
な
い
人
は
「
お
米
・
食
味
分
析
鑑
定

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
出
品
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
方
法　
裏
面
の
参
加
申
込
書
（
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
栽
培
場
所
、
栽
培
方
法
）
と

玄
米
２
㌔
（
水
分
は
13
～
16
％
厳
守
）
を
農
政

課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

玄
米
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
審
査
方
法

【
総
合
部
門
】

・�

１
次
審
査　
点
数
上
位
30
検
体
が
11
月
15
日
㈰

開
催
の
最
終
審
査
の
食
味
官
能
審
査
へ
進
み
ま

す
。

・�

最
終
審
査　
Ｊ
Ａ
菊
池
の
米
担
当
専
門
員
が
精

米
し
、
食
味
官
能
審
査
炊
飯
要
領
に
基
づ
き
炊

飯
。
米
・
食
味
鑑
定
士
や
米
バ
イ
ヤ
ー
な
ど
が

「
外
観
、
香
り
、
味
、
粘
り
、
硬
さ
」
の
５
項

目
の
食
味
審
査
に
よ
り
、
お
い
し
い
と
感
じ
た

米
を
５
検
体
選
定
し
ま
す
。

【
集
落
部
門
審
査
】

・�

５
人
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
集
落
を
対
象
と
し

ま
す
。

・�

１
次
審
査
の
食
味
値
審
査
の
上
位
５
人
（
１
経

営
体
１
検
体
）
の
平
均
点
に
よ
り
、
最
優
秀
賞

集
落
１
地
区
、
優
秀
賞
集
落
２
地
区
、
優
良
賞

集
落
３
地
区
を
決
定
。
平
均
点
数
が
同
点
の
場

合
は
、
参
加
者
数
が
多
い
集
落
を
上
位
表
彰
と

し
ま
す
。

■
表　
彰

【
総
合
部
門
】

・
最
優
秀
賞
（
１
人
）

　
５
万
円
分
商
品
券+

メ
ロ
ン
１
個

・
優
秀
賞
（
３
人
）　

　
２
万
円
分
商
品
券+

メ
ロ
ン
１
個

・
優
良
賞
（
６
人
）　

　
１
万
円
分
商
品
券+

メ
ロ
ン
１
個

・
特
別
賞
（
20
人
）

　
菊
池
市
特
産
品
（
メ
ロ
ン
）

【
集
落
部
門
の
副
賞
】

・
最
優
秀
賞
（
１
集
落
）
５
万
円
分
商
品
券

・
優
秀
賞
（
２
集
落
）　

２
万
円
分
商
品
券

・
優
良
賞
（
３
集
落
）　

１
万
円
分
商
品
券

■
そ
の
他

・
参
加
者
全
員
に
食
味
分
析
の
結
果
を
送
付
。

・���

１
次
審
査
で
食
味
値
85
点
を
越
え
た
場
合
に

は
、
11
月
22
日
㈰
に
石
川
県
小
松
市
で
開
催
さ

れ
る
第
17
回
全
国
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
１
次
審
査
出
品
費
用
（
1
検
体
分

４
千
円
分
）
を
協
議
会
が
負
担
し
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
皇
室
や
将
軍
家
へ
お
米
を
献
上
す
る
な
ど

「
米
ど
こ
ろ
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
菊
池
市
。

毎
年
、
熱
意
の
あ
る
生
産
者
た
ち
が
本
物
を
追
い
求
め
な
が
ら
、

高
品
質
の
米
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

日
本
の
消
費
者
へ
「
売
る
米
」
か
ら
、
世
界
の
消
費
者
に
「
求
め
ら
れ
る
米
」
へ
。

世
界
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、
生
産
者
の
さ
ら
な
る
意
識
高
揚
を
促
し
、

米
か
ら
始
ま
る
安
全
・
安
心
な
作
物
生
産
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

平成28年度

「第18回 米・食味分析鑑定

コンクール国際大会」

菊池市開催決定

昨年の「菊池米」食味コンクール
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第３回「菊池米」食味コンクール等参加申込書
平成 27 年　　月　　日

①参加する部門に○を記載してください。

　　１　第 3 回「菊池米」食味コンクール

　　２　お米食味分析鑑定チャレンジ

②品種に○を記載してください。

　　１　ヒノヒカリ　・　２　森のくまさん　・　３　くまさんの力　・　４　にこまる　

　　５　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

③栽培地域を記載してください。（大字、字、番地）

　　菊池市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番地　

④栽培方法の番号に○を記載してください。

　　１　 有機栽培（化学肥料や農薬を控え、有機肥料などを使って農作物や土の能力を生かす栽
培方法。JAS 法の認定を必ず受けていること）

　　２　特別栽培（化学肥料、化学合成農薬を慣行基準の 50％以下に使用して栽培する方法）

　　３　 慣行栽培（農薬や化学肥料を熊本県など各地域の慣行基準により使用して栽培する方法）

※ 「有作くん 100」「有作くん」の登録者は特別栽培に該当します。
※無農薬・無化学肥料栽培の人は、登録販売状況により特別栽培または慣行栽培に該当します。

 注意事項　申し込む前にご一読ください。
１）参加できるのは市内在住かつ市内で米を作っている人です。
２） 10 俵程度米を販売できる人は、第 3 回「菊池米」食味コンクールにご参加ください。
３） 10 俵程度米を販売できない人は、お米食味分析鑑定チャレンジにご参加ください。
４）全て集落部門の対象となります。

※玄米は２キロ提出です。審査結果を郵送しますので、記載漏れには十分ご注意ください。

郵便番号 　〒　　　　　　－

住　所 　菊池市

氏　名

集落名 ※集落部門対象のため必ず記入してください。

連絡先℡ 携帯電話℡

切
り

取
り

CM 動画はこちら↑
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家電、自動車、住宅リフォームなど
いろんな目的でお使いください！

1万円で11,000円分の買い物ができるんです！

スーパーめぐるん券
プレミアム付き商品券

菊池市緊急経済対策

３次販売決定！ 10月１日㈭～

◆その他
◦  1,000 円単位で使用できます。おつりは出ません。
◦ 未使用商品券は、有効期限内であれば 10% ＋振込

手数料を差し引いた額で払い戻します。
※ 前回までに販売した有効期限が９月 30 日㈬までの

スーパーめぐるん券は、未使用であっても払い戻
し期間が過ぎていますので、払い戻しできません。

◆有効期限 平成 28 年１月31日㈰

問菊池市地域経済活力創出実行委員会　☎ 0968(25)2016

Super MEGURUN ticket

◆購入方法
　下記販売場所にて現金で購入してください。
※９月１日現在、本市に住民登録済みの世帯が対象です。

◆販売場所

　市役所本庁舎（表玄関南側プレハブ）

◆販売内容
◦ 10,000 円で 11,000 円分の商品券を購入できます。
◦ 商品券の内訳は、赤券 4,000 円分、青券 7,000 円分です。
◦ 購入限度額は、世帯の人数× 20 万円です。

◆販売期間

◆最新の取扱店一覧表

　売り切れ次第終了します。㈪～㈮午前９時～午後３時
※㈷と年末年始期間（12 月 29 日㈫～平成 28 年１月３日㈰）を除く。

　菊池市ホームページをご覧ください。　　　　QR コード→
　http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/aview/119/7543.html

▼赤券：取り扱い店舗のうち一部の店舗では使えません。

▼青券：取り扱い店舗のうち全ての店舗で使えます。

サンプル

サンプル

８月 14 日までの販売では、たくさんの市民の皆さんに購入していただき、
販売総額は３億１千万円を超えました。ありがとうございました。
地域経済のさらなる飛躍を目指し、３次販売を行います。
赤や青ののぼり旗がある市内店舗で使えます。
以前購入した人でも、新たに購入可能です。
この機会にぜひご購入ください！

切
り

取
り

婚活登録・交流会申込書

※本申込書に運転免許証などの【顔写真付きの身分証明書の写し】添えて提出してください。
※交流会実施などの連絡のために、メールアドレスのご記入をお願いします。
※登録をすると、以下の特典があります。
・交流会の案内メールが届きます。
・交流会に優先的に参加できます。
・交流会への参加申し込みが簡単になります。

▼アンケートにご協力ください！

※※　同　意　書　※※
１．わたしは独身者であり、本申込書の記載事項および提出書類について偽りはありません。
２．交流会において、菊池市に重大な過失がある場合を除き、いかなる場合も菊池市に責任を求めません。
３．交流会を通して交際をする場合は、当事者間の責任によるものとし、当事者間でトラブルがあった場合には菊
　　池市に一切責任を求めません。
４．交流会を通して交際開始や結婚を決めた場合は、報告します。
５．交流会で知り得た個人情報などについては、一切外部へ漏らしません。
６．交流会に必要な経費については、個人負担とします。
７．登録は２年間（登録完了日から翌年度末まで）有効とし、継続して登録を希望する場合には、再び申込書へ記
　　入することとします。
８．登録について、男性は市内在住の 20 歳以上 50 歳未満の独身者に限ります。女性は、市内外を問わず 20 歳以
　　上 50 歳未満の独身者に限ります。
９．登録者は、50 歳を迎えた年の年度末で登録から外れることとします。
１０．登録者は、交流会参加者や事務局、その他関係者に迷惑行為などを行った場合は、市の判断により登録から外し、
　　再登録できないこととします。

　上記事項に同意します。
　平成　　　年　　　月　　　日　　　　　　　署名　　　　　　　　　　　　　　　㊞　（本人の自署とします）

ふりがな
氏　名 性別 男性・女性

生年月日 　　　　　年　　　　月　　　　日 年齢 　　　　歳

住　所
　〒　　　　－　
　

電　話 　　　　　　－　　　　　－

メールアドレス

職　業 　□会社員　□公務員　□自営業　□農林漁業
　□パート・アルバイト　□無職　□その他

勤務先
名　称

菊池市婚活事業に
登録しますか はい　・　いいえ　（登録については、同意書の７以降をお読みください）

備　考

①相手の年齢に希望はありますか？　　　　　　ある　・　ない　　（ある人：　　　　歳から　　　歳まで）

②年代別の交流会は必要だと思いますか？　　　はい　・　いいえ

③年に何回交流会を開催してほしいですか？　　①１～２回　　②３～４回　　③２カ月に１回　　④毎月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤その他（　　　　　　　　）

④事務局への要望があればお書きください。（行って欲しい交流会の内容など）
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「
通
知
カ
ー
ド
」が
届
き
ま
す

　
10
月
以
降
、
住
民
票
が
あ
る
全
て
の
人
に

通
知
カ
ー
ド
（
紙
製
）
が
世
帯
単
位
で
簡
易

書
留
で
送
付
さ
れ
ま
す
。通
知
カ
ー
ド
に
は
、

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
来
年
２
月
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で

各
種
証
明
書
を
取
得
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
予
定
で
す
。

■
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

　
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン
、
サ
ー
ク

ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
マ

ル
チ
コ
ピ
ー
機
設
置
店
舗

■
取
得
で
き
る
証
明
書
・
時
間

　
簡
易
書
留
で
届
き
ま
す
の
で
、
受
け
取
り

時
に
は
サ
イ
ン
が
必
要
で
す
。
通
知
カ
ー
ド

が
届
い
た
人
は
、
そ
の
後
の
住
民
票
の
異
動

手
続
き
（
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
）、
各

種
申
請
手
続
な
ど
に
使
い
ま
す
。
紛
失
し
な

い
よ
う
大
切
に
保
管
し
、
市
役
所
な
ど
で
の

各
種
手
続
き
の
際
は
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
も
し
紛
失
し
た
場
合
、
再
交
付
に
は
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
。

■
封
入
さ
れ
て
い
る
も
の

▼�

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申

請
書

▼
説
明
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

▼
個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
書
の
返
信
封
筒

個
人
番
号
カ
ー
ド

　
平
成
28
年
１
月
以
降
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

を
取
得
で
き
ま
す
。交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
る
交
付
申
請
書
な

ど
で
申
請
し
ま
す
（
初
回
の
み
交
付
手
数
料

無
料
）。
申
請
は
任
意
で
、
強
制
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内
蔵

の
カ
ー
ド
で
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

性
別
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
な
ど
が
記
載
さ
れ
、

本
人
の
顔
写
真
も
表
示
さ
れ
ま
す
。
有
効
期

限
は
、
20
歳
以
上
の
人
は
発
行
か
ら
10
回
目

の
誕
生
日
ま
で
、
20
歳
未
満
の
人
は
発
行
か

ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で
で
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
は
個
人
番
号

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。
本
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
い
人
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

印
鑑
登
録
カ
ー
ド
の

切
り
替
え
の
お
願
い

　

合
併
前
の
旧
市
町
村
発
行
の
印
鑑
登
録

カ
ー
ド
か
ら
、
合
併
後
の
印
鑑
登
録
カ
ー
ド

（
ピ
ン
ク
色
の
カ
ー
ド
）
へ
切
り
替
え
て
い

な
い
人
は
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
（
印

鑑
登
録
証
明
書
）
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
切

り
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課

　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
１

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

■
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０（
20
）０
１
７
８
（
日
本
語
）

　
☎
０
５
７
０（
20
）０
２
９
１
（
外
国
語
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
㈯
㈰
㈷
・
年
末
年
始
を
除
く
。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

電
子
証
明
書
の
交
付
を
終
了
し
ま
す

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
に
伴
い
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
と
電
子
証
明
書
の

発
行
を
終
了
し
ま
す
。

■
交
付
終
了
期
日

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
12
月
28
日
㈪
ま
で

▼
電
子
証
明
書　
12
月
22
日
㈫
ま
で

　
た
だ
し
、
す
で
に
発
行
さ
れ
た
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書
は
、
有
効
期
限

内
は
引
き
続
き
有
効
で
す
。
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
両
方
持
つ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
時
に
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
回
収

し
ま
す
。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
を

お
確
か
め
く
だ
さ
い

　
来
年
１
月
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
開
始

当
初
は
、
申
し
込
み
が
集
中
す
る
こ
と
で
交

付
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
て
も
平
成
28

年
の
確
定
申
告
期
間
に
間
に
合
わ
な
い
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

マイナンバー制度が始まります!１人に１つの大事な番号 1月
スタート！

平成28年

証明書の種類 利用可能時間 
住民票の写し（世帯分・個人分）

※除票は取得できません。
午前 6 時 30 分～

午後 11 時
㈯㈰㈷を含む

印鑑登録証明書
課税（所得）証明書

所得証明書
戸籍全部（個人）証明書

※除籍・改製原戸籍は取得できません。 午前 8 時 30 分～
午後 5 時 15 分
㈯㈰㈷を除く戸籍の附票の写し

※除票は取得できません。

※ 年末年始（12 月 29 日～１月３日）、システムメンテナンス日を除く。

■
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
メ
リ
ッ
ト

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
個
人
番
号
の
確
認

と
、
本
人
確
認
の
と
き
の
身
分
証
明
書
と
し

て
利
用
で
き
ま
す
。
市
役
所
な
ど
の
窓
口
で

は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
一
つ
で
、
個
人
番
号

の
確
認
と
本
人
の
確
認
が
同
時
に
可
能
で

す
。
国
税
の
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
の
電
子
申
請

も
利
用
で
き
ま
す
。

　

本
市
で
は
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用
し
、

コ
ン
ビ
ニ
で
各
証
明
書
を
取
得
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
来
年
２
月
に
導
入
予
定
で
す
。
詳
し

く
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

８月号からお伝えしているマイナンバー制度。

今回は、10 月以降送付が始まる通知カードと

個人番号カードの申請方法など詳しくお伝えします。

vol.3

「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」を
始
め
ま
す

おもて

おもて

うら

うら
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５
月
30
日
・
31
日
、
福
岡
県
遠
賀
町

遠
賀
川
漕
艇
場
で
開
催
さ
れ
た
お
ん
が

レ
ガ
ッ
タ
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
今

回
も
男
女
60
チ
ー
ム
以
上
が
参
加
し
、

全
国
レ
ガ
ッ
タ
大
会
の
遠
賀
町
予
選
も

同
時
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
レ
ー
ス
に

気
合
い
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
菊
池
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
チ
ー
ム

の
参
加
は
こ
と
し
で
３
回
目
。
男
女
１

チ
ー
ム
ず
つ
と
女
子
１
チ
ー
ム
、
オ
ー

プ
ン
ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
５
０
０
㍍
レ
ー

ス
に
出
場
し
ま
し
た
。
準
決
勝
レ
ー
ス

ま
で
は
い
き
ま
す
が
、
な
か
な
か
入
賞

で
き
ま
せ
ん
。
天
気
も
良
く
、
会
場
に

は
た
く
さ
ん
の
観
客
も
訪
れ
、
応
援
も

盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
大
会
で
し
た
。

　

我
が
子
に
は
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
さ

せ
た
い
！　
と
、
親
の
皆
さ
ん
は
一
度

は
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
こ
の
「
さ
せ
た

い
」
と
い
う
時
点
で
子
ど
も
の
気
持
ち

よ
り
も
、
親
の
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

　
世
界
中
の
誰
も
が
知
っ
て
い
る
有
名

な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
よ
う
な
聞
き
な
れ
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で

も
、
子
ど
も
自
身
が
楽
し
み
を
持
っ
て

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
く
れ
る
な
ら
、

ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
で
も
素
晴
ら
し
い
も

の
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
の
き
っ
か
け

を
導
く
こ
と
が
親
の
役
目
な
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
体
を
動
か
す
楽
し
み
を

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
感
じ
て
も
ら
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
…
…
と
、
偉
そ
う
な

こ
と
を
言
い
ま
し
た
が
、
心
の
底
で
は

僕
が
ず
っ
と
続
け
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
に

取
り
組
ん
で
く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
る

の
が
本
心
で
は
あ
り
ま
す
（
笑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
・
Ｋ

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
だ
よ
り

エ
ン
ジ
ョ
イス
ポ
ー
ツ
問い合わせ先

菊池市
スポーツ推進委員

協議会広報部
☎0968（25）7234

No.32
国 民 年 金 情 報 問い合わせ先　市民課市民年金係　☎0968（25）7211、各総合支所総務民生課

・ 将来、年金の支給開始年齢が変わることはありません。
・ 掛金を納めた期間分の年金は将来必ず年金として受け取

ることができ、掛け捨てになりません。
・ 年金額が 12 万円以上になると年６回受け取れます。
・ 年金を受けるときは公的年金等控除が受けられます。
・ 掛金は途中で増額や減額、一時休止ができます。

■ご紹介キャンペーン実施中
　国民年金基金に関心をお持ちのご家族やお知り合いの人
をご紹介ください。新規加入された人とご紹介をいただい
た人それぞれに 3,000 円分の商品券を進呈します。詳しく
はお問い合わせください。

■問い合わせ先
・フリーダイヤル　　　☎ 0120（65）4192
・熊本県国民年金基金　☎ 096（387）2220
・ホームページ　http://www.kumamotokikin.or.jp

■国民年金基金とは
　将来受け取る国民年金に上乗せする公的な個人年金です。
公的な年金ですが、加入は任意です。老後の年金の増額と
合わせて節税対策ができ、とてもお得です。

■国民年金基金に加入できる人
・ 20 歳以上 60 歳未満の国民年金第１号被保険者の人。
・  60 歳以上 65 歳未満で国民年金に任意加入している日本

国内に住所がある人。
※ 国民年金の保険料の免除や納付猶予の承認を受けている

人、農業者年金に加入している人は加入できません。平
成 26 年４月からは、障害年金受給などで法定免除を受
けている人も、引き続き保険料の納付を申し出た人は加
入できるようになりました。

■国民年金基金のポイント
・ 掛金は全額社会保険料控除となり節税になります。
・ 基本は終身年金で遺族保障のタイプもあります。

税金がおトクで今にゆとり。年金が増えて老後にゆとり
「国民年金基金」をご存知ですか？

　過去５年以内に納め忘れた国民年金保険料を納付するこ
とで、将来の年金額を増やせる「後納制度」が、10月１日
から３年間限りの特例として開始されました。
　後納制度を利用するには申し込みが必要です。詳しくは
お問い合わせください。
■問い合わせ先
・国民年金保険料専用ダイヤル　☎0570（011）050
・熊本西年金事務所国民年金課　☎096（355）3261

「保険料の後納制度」を開始します！

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
の
７
月
12
日
、
県

立
総
合
体
育
館
に
県
下
各
市
町
村
よ
り

新
任
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
集
ま
り

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
か

ら
も
新
任
９
人
が
参
加
。
熊
本
県
の
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
歴
史
、
心
構
え
な
ど
を
学
び
、
午

後
か
ら
は
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
３
種
類
の

実
技
を
各
市
町
村
の
委
員
と
チ
ー
ム
を

組
み
体
験
し
ま
し
た
。

　
さ
す
が
に
体
育
館
の
中
は
暑
く
汗
だ

く
に
な
り
ま
し
た
が
、
楽
し
い
体
験
と

交
流
が
で
き
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
を
さ
ら
に
経
験
し
、
そ
の
楽
し

さ
を
多
く
の
人
へ
伝
え
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
７
月
21
日
、
普
及
部
、
研
修
部
、
女

性
部
合
同
会
議
を
開
催
し
、
い
ろ
ん
な

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ガ
ラ
ッ
キ
ー
、
キ

ン
ボ
ー
ル
、
囲
碁
ボ
ー
ル
）
で
汗
を
流

し
ま
し
た
。
ま
ず
は
推
進
委
員
が
し
っ

か
り
ル
ー
ル
を
マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば

と
、
み
ん
な
必
死
で
頭
と
体
を
動
か
し

て
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
毎
月
１
回
合
同
開
催
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
各
地
区
の
体
育
委
員
さ

ん
を
は
じ
め
、
興
味
の
あ
る
人
は
一
緒

に
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ガ
ラ
ッ
キ
ー

　

ダ
ー
マ
と
呼
ば
れ
る
ボ
ー
ル
を
投

げ
合
っ
て
行
う
陣
取
り
ゲ
ー
ム
で
す
。

ダ
ー
マ
の
弾
み
や
転
が
り
を
計
算
に
入

れ
、
狙
っ
た
場
所
で
止
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
ダ
ー
マ
の
予
想
外
の
動
き
に
笑
い
や

歓
声
が
起
こ
る
愉
快
な
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。

キ
ン
ボ
ー
ル

　
ア
ド
バ
ル
ー
ン
の
よ
う
に
軽
く
て
大

き
な
ボ
ー
ル
を
用
意
し
て
、ヒ
ッ
ト（
打

つ
）、
レ
シ
ー
ブ
（
受
け
止
め
る
）
を

繰
り
返
し
て
点
を
競
い
合
う
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。

囲
碁
ボ
ー
ル

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
五
目
並
べ
を

合
わ
せ
た
よ
う
な
ゲ
ー
ム
で
す
。
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
場
所
を
取
ら
ず
、
誰
で

も
簡
単
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

碁
盤
の
よ
う
な
専
用
の
マ
ッ
ト
を
使
用

し
ま
す
。

お
ん
が
レ
ガ
ッ
タ
大
会
出
場

新
人
研
修
に
参
加
し
て

合
同
研
修
会

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
紹
介

委
員
の
つ
ぶ
や
き

全力を出し切りました

委員同士の親睦も深めました

楽しく真剣にルールを学びました

ガラッキーキンボール

囲碁ボール

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

１

熊本市中央区京町にある木下塾跡

　
木き

の

下し
た

韡い

村そ
ん

（
犀さ

い

潭た
ん

）
は
、
1
8
0
5

（
文
化
2
）
年
に
戸
崎
の
農
家
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
向
学
心

が
強
く
、
始
め
は
細
川
藩
侍
医
（
藩

主
な
ど
の
主
治
医
）
だ
っ
た
桑く

わ

満み
つ

伯は
く

順じ
ゅ
ん

に
、
そ
の
後
は
藩
校
「
時じ

習し
ゅ
う

館か
ん

」

で
学
び
ま
し
た
。
時
習
館
は
、
全
国

で
も
指
折
り
の
藩
校
（
主
に
武
士
の

た
め
の
公
立
学
校
）
で
し
た
が
、
そ

の
時
習
館
に
お
い
て
も
特
に
成
績
優

秀
だ
っ
た
韡
村
は
、
22
歳
で
苗
字
帯

刀
を
許
さ
れ
、
木
下
姓
を
名
乗
り
ま

し
た
。

　
31
歳
で
細
川
藩
主
斉な

り

護も
り

の
伴ば

ん

読ど
く

（
藩

主
に
寄
り
添
い
書
物
を
読
む
役
）
に

選
ば
れ
、
以
後
参
勤
交
代
ご
と
に
藩

主
に
従
い
、
江
戸
と
肥
後
を
往
復
し

て
い
ま
す
。
35
歳
の
と
き
に
は
藩
主

の
後
継
で
あ
る
慶よ

し

親ち
か

の
伴
読
と
な
り
、

以
後
9
年
間
に
わ
た
っ
て
教
育
に
あ

た
り
ま
し
た
が
、
1
8
4
8
（
嘉
永

元
）
年
、
慶
親
は
若
く
し
て
亡
く
な

り
ま
す
。
韡
村
に
と
っ
て
慶
親
を
失

っ
た
悲
し
み
は
耐
え
ら
れ
な
い
も
の

で
、
身
も
心
も
衰
弱
し
て
し
ま
っ
た

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

翌
年
、
病
を
克
服
し
た
韡
村
は
45

歳
で
時
習
館
の
訓く

ん

導ど
う

教
官
に
任
命
さ

れ
、
5
年
後
に
は
君
主
の
講
義
役
で

あ
る
侍じ

講こ
う

を
兼
務
す
る
ま
で
に
な
り

木き
の

下し
た

韡い

村そ
ん

ま
し
た
。
同
年
熊
本
市
内
に
私
塾
「
木

下
塾
」
を
開
く
と
藩
の
内
外
で
評
判

に
な
り
、
20
年
間
で
韡
村
を
慕
っ
て

9
0
0
人
以
上
の
門
弟
が
集
ま
っ
た

の
で
す
。
木
下
塾
は
、
明
治
維
新
前

後
に
各
方
面
で
活
躍
す
る
優
れ
た
人

材
を
多
く
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　
1
8
6
3
（
文
久
３
）
年
、
韡
村

を
高
く
評
価
し
て
い
た
幕
府
は
、
幕

府
の
直
轄
校
で
あ
る
江
戸
の
昌し

ょ
う

平へ
い

黌こ
う

に
教
授
と
し
て
招
き
ま
す
が
、
韡
村

自
身
は
、
ま
だ
藩
公
の
ご
恩
に
報
い

て
い
な
い
と
し
て
断
り
ま
す
。

　

礼
儀
正
し
く
誠
実
で
、
情
愛
深
か

っ
た
韡
村
は
、
1
8
6
7
（
慶
応
3
）

年
に
63
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
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問い合わせ先　健康推進課健康推進係
　　　　　　　　☎ 0968(25)7219

健康だより

　

足
指
と
姿
勢
の
関
係

　

つ
ら
い
肩
こ
り
や
腰
痛
・
膝
痛
な

ど
体
の
不
調
の
主
な
原
因
は
「
姿
勢

不
良
」、
つ
ま
り
体
の
ゆ
が
み
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
が
、
大
き
な
原
因
の
一

つ
は
、
足
の
指
が
浮
い
て
い
る
・
曲

が
っ
て
い
る
・
閉
じ
て
い
る
な
ど
の

足
指
の
変
形
で
す
。

　

人
間
の
体
を
家
に
例
え
る
と
、
体

が
家
な
ら
人
の
足
は
そ
の
家
が
建
つ

土
台
で
す
。
足
指
が
変
形
し
て
い
る

と
う
い
こ
と
は
、
土
台
が
ゆ
が
ん
で

い
た
り
、
小
さ
な
土
台
の
上
に
家
が

乗
っ
て
い
た
り
す
る
の
と
同
じ
状
態

で
す
。

　

土
台
が
ゆ
が
ん
で
い
て
も
、
体
は

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
立
と
う
と
し
ま

す
。
こ
れ
が
骨
盤
の
ゆ
が
み
や
両
肩

の
高
さ
、
足
の
長
さ
の
違
い
を
生
み

ま
す
。
そ
の
ま
ま
無
理
に
バ
ラ
ン
ス

を
取
っ
て
頑
張
り
す
ぎ
る
と
、
骨
格

は
ゆ
が
み
、
筋
肉
は
疲
労
し
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
が
肩
こ
り
や
腰
痛
・
膝

痛
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
く
る
の
で
す
。

　
「
逆
立
ち
」
を
考
え
る
と
分
か
り

や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
逆
立
ち

を
す
る
と
き
は
、
手
の
指
を
し
っ
か

り
広
げ
て
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
立
ち
に

く
く
安
定
し
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
に

足
指
も
し
っ
か
り
広
が
っ
て
伸
び
て

い
れ
ば
、
体
に
負
担
な
く
安
定
し
た

態
勢
で
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結

果
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
不
調
が
改
善

し
て
い
き
ま
す
。

　

足
指
が
変
形
す
る
理
由

　

足
指
が
変
形
す
る
一
番
の
原
因
は
、

間
違
っ
た
靴
の
選
び
方
と
履
き
方
に

あ
り
ま
す
。
特
に
膝
や
腰
に
痛
み
が

あ
る
人
は
、
自
分
の
足
の
サ
イ
ズ
よ

り
も
大
き
め
の
靴
や
、
柔
ら
か
い
靴

を
履
い
て
い
る
人
が
多
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
靴
を
履
い
て
い
る

と
、
靴
の
中
で
足
が
滑
っ
た
り
、
か

か
と
が
動
い
た
り
し
て
安
定
し
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
防
ご
う
と
し
て
足
指
に

ギ
ュ
ッ
と
力
が
入
り
ま
す
。
こ
れ
が

足
指
の
変
形
を
生
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

草
履
や
下
駄
な
ど
鼻
緒
の
あ
る
履

き
物
は
、
健
康
に
良
い
と
考
え
て
履

い
て
い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
最
近
の
研
究
で
は
、
足
首

や
か
か
と
を
固
定
で
き
な
い
の
で
足

が
滑
り
や
す
く
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め

に
指
先
に
力
を
入
れ
る
た
め
、
足
指

の
変
形
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

正
し
い
靴
の
選
び
方

　

ポ
イ
ン
ト
は
５
つ
あ
り
ま
す
。

①
「
ひ
も
靴
」
が
最
適

　

し
っ
か
り
か
か
と
を
固
定
で
き
ま

す
。
ひ
も
を
通
す
穴
は
５
つ
以
上
が

理
想
で
す
。
子
ど
も
用
の
ひ
も
靴
が

見
つ
か
ら
な
い
と
き
は
、
折
り
返
し

の
あ
る
マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
タ
イ
プ
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

②
靴
ひ
も
は
「
平
ひ
も
」

　

靴
ひ
も
は
、
平
ひ
も
が
面
全
体
で

締
め
つ
け
る
の
で
、
安
定
性
が
高
く

な
り
、
足
が
靴
の
中
で
滑
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
素
材
は
、
伸
縮
性
が
高

く
、
ず
れ
に
く
い
純
綿
が
お
す
す
め

で
す
。

③ 

「
か
か
と
」
が
し
っ
か
り
し
て
い

る
も
の

　

か
か
と
が
ふ
に
ゃ
ふ
に
ゃ
と
柔
ら

か
い
と
、
靴
の
中
の
か
か
と
が
安
定

し
ま
せ
ん
。「
ヒ
ー
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
か
か
と
の
芯
が
硬
く
て

長
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

④
簡
単
に
ね
じ
れ
な
い

　

靴
底
に
「
シ
ャ
ン
ク
」
と
呼
ば
れ

る
鉄
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
の
芯
が

内
蔵
さ
れ
て
い
る
靴
は
、
簡
単
に
は

ね
じ
れ
ま
せ
ん
。

⑤
靴
の
中
で
足
指
が
動
く
サ
イ
ズ

　

靴
の
つ
ま
先
に
全
く
余
裕
が
な
く
、

足
指
が
動
か
せ
な
い
と
、
地
面
を
つ

か
ん
だ
り
蹴
っ
た
り
と
い
う
基
本
動

作
が
で
き
な
い
の
で
、
足
裏
の
筋
肉

は
落
ち
て
い
き
ま
す
。指
一
本
分（
１

～
１
・
５
㌢
程
度
）
の
ス
ペ
ー
ス
が

あ
れ
ば
足
指
が
伸
び
て
自
由
に
動
か

せ
ま
す
。

　

こ
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付

け
て
靴
を
選
ぶ
と
、
足
が
滑
る
こ
と

な
く
、
足
指
を
適
切
に
動
か
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
靴
を
履
く
と
き
に
は

「
靴
べ
ら
」
を
使
い
、
し
っ
か
り
ひ

も
を
締
め
て
履
き
ま
し
ょ
う
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

と　

き　

10
月
28
日
㈬

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
15
分

　

午
後
12
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

泗
水
総
合
支
所

内　

容　

４
０
０
㍉
㍑
献
血

　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人
で
も
献
血
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
会
場
で
医

師
が
判
断
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

献
血
の
安
全
性
向
上
の
た
め
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身

分
証
に
よ
る
本
人
確
認
を
お
願
い
し

今回は、４月から「地域健康プランナー」として
健康推進課に勤務している北

きた
里
ざと

嘉
よし

幸
ゆき

さんに「足指
と健康」について話を聞きました。

足の指
伸びてますか～？
「ひろのば体操」で一生歩ける健康づくり

　

ひ
ろ
の
ば
体
操

　

変
形
し
て
し
ま
っ
た
足
指
も
、
１

日
５
分
の
簡
単
な
体
操
で
改
善
で
き

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

足
指
を
広
げ
て
伸
ば
す
「
ひ
ろ
の

ば
体
操
」で
す
。「
み
ら
い
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
フ
ッ
ト
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
福
岡

市
）
の
セ
ン
タ
ー
長
で
、
理
学
療
法

士
の
湯ゆ

浅あ
さ

慶よ
し

朗ろ
う

先
生
が
考
案
さ
れ
、

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰

で
も
で
き
る
体
操
で
す
。

　

手
順
は
上
図
の
と
お
り
で
す
。
④

と
⑤
を
繰
り
返
し
５
分
ほ
ど
行
い
ま

す
。
優
し
く
ゆ
っ
く
り
す
る
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
反
対
の
足
も
同
様
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

片
方
の
足
が
も
う
片
方
の
足
の
上

に
載
ら
な
い
と
き
は
、
台
な
ど
を
使

い
ま
す
。
自
分
で
や
る
の
が
大
変
な

場
合
は
、
誰
か
に
や
っ
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
つ
ら
い
姿
勢
で
無
理
し
て

行
う
と
、
か
え
っ
て
体
を
痛
め
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
無
理
は

し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

改
善
が
期
待
で
き
る
症
状

　

足
指
を
広
げ
て
伸
ば
す
こ
と
で
改

善
が
期
待
で
き
る
症
状
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

　

外
反
母
趾
な
ど
の
足
指
の
変
形
を

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

８
月
20
日
・
21
日
の

歯
科
健
診
の
結
果
で
、

む
し
歯
が
な
か
っ
た

子
ど
も
を
紹
介
し
ま

す
。（
敬
称
略
）

岩い
わ

木き

陽は
る

叶と　
（
○菊　
亘
）

宮み
や

本も
と

翔と

湧わ　
（
○七　
菰
入
）

宮み
や

本も
と

琉る

那な　
（
○七　
菰
入
）

坂さ
か

本も
と

千ち

春は
る　
（
○旭　
妻
越
）

水み
ず

上か
み

綺あ
や

子こ　
（
○旭　
楠
原
）

德と
く

永な
が

奏か

音の
ん　
（
○泗　
永
）

柴し
ば

田た

桜お
う

弥み　
（
○泗　
猪
の
目
）

奥お
く

村む
ら

陽ひ

菜な　
（
○泗　
田
島
団
地
）

小お

川が
わ

莉り

愛あ

奈な

（
○泗　
田
島
団
地
）

三み

池い
け

愛ま

菜な　
（
○泗　
富
の
原
一
）

裵ぺ
え　
煌こ

う

世せ
い　
（
○泗　
富
の
原
中
央
）

橋は
し

本も
と　
寧ね

い　
（
○泗　
富
の
原
中
央
）

右み
ぎ

田た

悠ゆ
う

梨り　
（
○泗　
富
の
原
東
）

外ほ
か

城じ
ょ
う

汐し
お

理り　
（
○泗　
富
の
原
北
）

松ま
つ

浦う
ら　
楓か

え
で　
（
○泗　
薬
師
）

※
行
政
区
は
健
診
日
時
点
。

平成 25年度
健康づくり標語 優秀賞

食生活
楽しくするには
歯の管理

泗水中１年（当時）
林
はやし

　主
か ず

馬
ま

さん

は
じ
め
、
Ｏ
脚
や
Ｘ
脚
、
腰
痛
や
肩

こ
り
・
首
こ
り
、
膝
痛
や
関
節
リ
ウ

マ
チ
か
ら
、
静
脈
瘤
、
む
く
み
、
冷

え
症
、
こ
む
ら
返
り
な
ど
も
改
善
が

期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
運
動
能
力

低
下
の
一
因
に
足
指
の
ゆ
が
み
が
あ

る
の
で
、
運
動
能
力
の
向
上
、
そ
れ

に
伴
い
つ
ま
ず
き
や
転
倒
な
ど
も
防

げ
ま
す
。
最
近
の
研
究
で
は
、
顎
関

節
症
な
ど
の
あ
ご
の
痛
み
や
歯
の
か

み
合
わ
せ
も
足
指
に
原
因
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
歩
く
こ
と
」
は
、「
食
べ
る
こ

と
」「
寝
る
こ
と
」
と
同
じ
く
ら
い

大
切
な
こ
と
で
す
。
足
指
を
伸
ば
し

て
、
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と
元
気

に
歩
き
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

北
里
さ
ん
は
、「
ひ
ろ
の
ば
体
操
」

や
靴
選
び
、
靴
の
中
敷
き
な
ど
の

指
導
が
で
き
る
「
足そ

く

育い
く

ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
で
す
。
今
回
の
内
容
で
気
に

な
っ
た
こ
と
や
足
指
な
ど
で
困
っ
た

こ
と
・
出
前
講
座
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

椅子や床の上に座り、
片方の足を太ももの上
に乗せる。

①②③④⑤

足指の間に手の指を入
れ る。 手 の 指 の 根 元
で、足指の先端をつか
む（足指の根元に隙間
がある状態）。

足指に入れた手を優し
く握る。

足指を甲の方へ反らし
て ５ 秒 間 キ ー プ（90
度曲げるのが理想）。

足指を足裏の方へ曲げ
て５秒間キープ。

地域健康プランナー

北
き た

里
ざ と

嘉
よ し

幸
ゆ き

さん

原は
ら

武た
け

大た
い

将し
ょ
う　
（
○菊　
今
）

木き
の

下し
た

世せ

莉り　
（
○菊　
今
）

東ひ
が
し　
春は

る

馬ま　
（
○菊　
上
赤
星
）

髙こ
う

山や
ま

晴は
る

輝き　
（
○菊　
神
来
）

田た

島し
ま

唯ゆ

愛あ　
（
○菊　
大
琳
寺
）

坂さ
か

本も
と

佳け
い

大だ
い　
（
○菊　
北
原
）

川か
わ

口ぐ
ち

春は
る

斗と　
（
○菊　
立
石
）

て
い
ま
す
。
献
血
カ
ー
ド
が
あ
る
人

は
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
目
的
の
献
血
は

お
断
り
し
て
い
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
は
菊
池
保
健
所
（
☎

０
９
６
８（
25
）４
１
３
８
）
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
無
料
・
匿
名
で
検
査

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
ま
す

　

日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
複
数

回
献
血
を
行
う
と
く
ま
モ
ン
グ
ッ
ズ

が
も
ら
え
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

中
で
す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。（「O

ne M
ore 

献
血

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
検
索
）
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新着・お薦め図書

閉館日・閉室日
泗水図書館　　　　月曜日・月末・祝日
中央公民館図書室　火曜日・第１日曜日・祝日
七城公民館図書室　日曜日・祝日
旭志公民館図書室　日曜日・祝日

菊池市図書館ホームページ　http://www.kikuchi-lib.jp/

司書のつぶやき
「食欲の秋」、「スポーツの秋」、
「芸術の秋」、「読書の秋」
ことしはどの秋にする？

メロン

耳より情報

泗水図書館
　スクラップ・アンド・ビルド
　ジャスティス
　姫神
　道徳の時間
　教養のための現代史入門
　読む漢方薬
　神々と戦士たち１
　あひる
中央公民館
　セーラームーン世代の社会論
　あなたはこうしてだまされる
　Yoko のプチプラブランド案内
　三毛猫ホームズの回り舞台
　夏目友人帳
　イラストストーリー妖怪ウォッチ
　ぼくは、チューズデー
七城公民館図書室
　自閉症の僕の七転び八起き
　探偵の探偵４
　小学生でもわかるスマホ & パソコンそもそも事典
　いちにちむかしばなし
旭志公民館図書室
　あの家に暮らす四人の女
　おかんメール４
　たべもんどう 
   夢へ翔けて戦争孤児から世界的バレリーナへ

                       羽
は

田
だ

圭
け い

介
す け

　著
大
だ い

門
も ん

剛
た け

明
あ き

　著
安

あ

部
べ

龍
りゅう

太
た

郎
ろ う

　著
呉

ご

　勝
か つ

浩
ひ ろ

　著
小

お

沢
ざ わ

卓
た く

也
や

　編著
村
む ら

上
か み

文
ふ み

崇
た か

　著
ミシェル・ペイヴァー　著

石
い し

川
か わ

えりこ　作

 稲
い な

田
だ

豊
と よ

史
し

　著
多

た

田
だ

文
ふ み

明
あ き

　著
Yoko　著

赤
あ か

川
が わ

次
じ

郎
ろ う

　著
緑
みどり

川
か わ

ゆき　著
福
ふ く

田
だ

幸
ゆ き

江
え

　著
 ルイス・カルロス モンタルバン　著

 東
ひがし

田
だ

直
な お

樹
き

　著
松
ま つ

岡
お か

圭
け い

祐
す け

　著
秋
あ き

田
た

勘
か ん

助
す け

　著
ふくべあきひろ／かわしまななえ　さく／え

 三
み

浦
う ら

しをん　著
「おかんメール」制作委員会　編

鈴
す ず

木
き

のりたけ　作
　ミケーラ・デプリンス 著

泗水図書館　　　  ☎ 0968（38）6866
中央公民館図書室　☎ 0968（25）1672
七城公民館図書室　☎ 0968（25）1580
旭志公民館図書室　☎ 0968（37）3111　
                           　 内線 303

万
句
の
里
俳
句
会
　

8
月
句
会

魂
迎
え
使
は
ぬ
部
屋
も
灯
を
と
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隈
部　
輝
子

老
い
吾
れ
を
見
舞
に
来
た
る
葡
萄
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
本　
ト
ミ

真
直
ぐ
に
雲
伸
び
て
を
り
今
朝
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤　
妙
子

戸
締
り
に
ふ
と
聞
こ
え
き
し
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村　
妙
子

阿
蘇
は
い
ま
花
野
の
風
と
な
っ
て
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
山　
邦
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会
　

8
月
例
会

嬰み
ど
り

児ご

の
お
座
り
コ
ロ
リ
大
西
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部　
靜
子

祈
る
手
の
そ
の
皺
探
し
原
爆
忌　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
丁　
義
昭

戰
火
知
ら
ぬ
子
等
と
の
夕
餉
終
戰
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
本　
和
子

日
本
に
悔
と
悲
し
み
残
す
終
す
終
戰
日　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山　
数
恵

戰
は
ぬ
世
を
子
や
孫
に
終
戰
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
ア
ツ
子

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会
8
月
詠
草

あ
れ
こ
れ
と
思
い
煩
う
熱
帯
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川
の
り
子

お
土
産
の
白
い
恋
人
梅
雨
明
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
尾
ヨ
シ
コ

杉
の
秀ほ

に
追
い
つ
き
競
ふ
今
年
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芹
川　
蓉
子

戦
な
き
世
を
願
い
け
り
夏
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
谷　
ミ
ネ

肥
後
狂
句
桜
会
　

8
月
例
会

少
し
ず
つ　
浮
く
ご
つ
な
っ
て
プ
ー
ル
好

き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
村　
○
子

逃
げ
回
り　
塀
の
中
よ
り
き
つ
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
川　
繁
美

と
ほ
む
無
ァ　
親
が
万
引
き
さ
せ
よ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
野　
本
六

う
っ
つ
か
つ　
球
磨
も
薩
摩
も
美
味
か
な

あ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中　
孝
幸

油
断
は
禁
物　
ケ
チ
が
中
元
持
っ
て
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
田　
明
徳

肥
後
狂
句
水
笑
会
　

8
月
例
会

よ
か
っ
た
ァ　
が
ん
の
転
移
は
な
か
ち
わ

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
岡　
三
水

満
員
バ
ス　
か
ゆ
か
所
も
か
け
も
せ
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柏
原　
乗
仏

夕
立　
帰
っ
て
見
た
り
ゃ
降
っ
と
ら
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島　
五
女

夕
立　
ど
つ
ち
が
早
か
雨
と
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
上　
美
由

満
員
バ
ス　
学
生
時
代
思
い
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
手
洗
三
代

七
城
短
歌
会
　

8
月
詠
草

草
取
り
の
汗
ば
む
顔
に
止
ま
る
蝿
払
え
ば

逃
げ
て
直
ぐ
又
と
ま
る　
　
佐
　々
重
弘

土
と
汗
し
み
る
作
業
着
脱
ぎ
濯
ぐ
流
れ
を

ア
メ
ン
ボ
水
蹴
り
あ
そ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
田　
晴
美

ギ
ボ
ー
シ
の
う
す
紫
の
花
愛
し
炎
暑
に
め

げ
ず
庭
に
咲
き
い
る　
　
　
緒
方　
寛
子

七
夕
に
託
す
思
い
は
数
多
な
り
先
ず
長
命

健
康
願
い
こ
め
書
く　
　
　
木
下　
陽
子

梅
雨
晴
れ
間
柵
に
干
し
あ
る
掛
け
布
団
の

裾
ひ
る
が
え
す
風
が
遊
べ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎　
照
代

「
里
」短
歌
会
　

8
月
詠
草

新
佛
の
義
兄
を
送
る
精
霊
船
夕
日
を
受
け

て
船
出
を
待
て
り　
　
　
　
松
本　
和
子

少
し
づ
つ
夕
日
の
沈
む
位
置
の
ず
れ
夫
の

立
ち
日
の
両
輪
の
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口　
敦
子

モ
ン
ゴ
ル
に
大
き
く
育
て
と
祈
り
つ
つ
ひ

た
す
ら
熱
砂
に
ポ
プ
ラ
植
え
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
原
美
智
代

空
ま
で
も
届
く
か
星
野
の
稲
棚
田
先
人
た

ち
の
粘
り
の
遺
産　
　
　
　
林　
　
淑
子

も
う
や
が
て
曾
孫
が
二
人
と
夫
と
笑
む
夏

庭
彩
る
松
葉
ボ
タ
ン
は　
　
山
城　
雅
子

　

高
齢
者
大
学
文
芸
部
　
８
月
歌
会

天
霧
ら
ふ
夏
の
鞍
岳
緩
や
か
な
稜
線
空
へ

ふ
く
ら
む
如
し　
　
　
　
　
中
川　
愛
子

こ
の
峡
を
出
づ
る
こ
と
な
く
九
十
餘
年
今

年
も
供
ふ
田
植
え
の
団
子　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
タ
エ
子

脱
サ
ラ
し
ク
レ
ソ
ン
畑
起
ち
上
げ
て
収
穫

出
荷
と
勤
し
む
吾
子
は　
　
田
中　
遙
子

梅
雨
明
け
の
夜
空
に
光
る
星
二
つ
十
六
夜

の
月
車
庫
内
照
ら
す　
　
　
北
村　
玉
恵

久
々
の
風
に
揺
れ
ゐ
る
柚
子
の
実
の
青
春

と
し
て
我
は
楽
し
む　
　
　
安
東　
綾
子

菊
池
短
歌
会
　
９
月
詠
草

娘こ

や
孫
ら
思
ひ
出い

だ

す
か
こ
の
夏
も
咲
き
誇

り
ゐ
る
つ
ま
ぐ
れ
の
花　
　
村
上
さ
き
江

も
く
も
く
と
湖
面
に
浮
き
し
わ
た
が
し
も

一
陣
の
疾か

ぜ風
散
り
て
は
か
な
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
口　
幸
臣

照
り
か
げ
る
街
の
舗
道
の
ビ
ル
影
を
辿た

ど

り

て
歩
む
若
き
日
の
ご
と　
　
梅
田　
昭
子

眠
ら
れ
ぬ
夜
は
形
見
の
短う

た歌
の
本
友
の
赤

線
引
き
し
を
た
ど
る　
　
　
安
藤　
則
子

緑
濃
き
園
に
山
羊
の
三
頭
が
日
が
な
ゆ
っ

た
り
草
食
む
眠
る　
　
　
　
岩
永　
典
子

こんにちは！中央公民館図書室です♪
　中央公民館図書室では、本や雑誌・紙芝居など約
３万冊を所蔵しています。最近はヤングアダルトコ
ーナーの充実に力を入れており、熊本県出身作家の
人気作など、中高生はもちろん、大人も楽しめるよ
うな著書を多くそろえています。
　読み聞かせボランティアに活用できる「大型絵
本」をはじめ、「紙芝居」も多数用意しています。ぜひ
ご利用ください。
　毎週土曜日には、「きくちおはなしのもり・おはな
しかい」や「中央おはなし会」「中央おたのしみ会」
も開催しています。親子でお越しください。お子さ
まだけでも参加できます。

私たち司書になんでもお尋ねください♪

　読書の楽しさを増やす、広げる、深める、そして出会う
きっかけになることを願い、誰もが参加できる楽しいイベ
ントを開催します。

　各図書室（館）の司書お薦め本約50冊を記載した冊子を作
成しました。司書のコメントを参考にしながら新しい本と出
会ってみませんか。この機会に泗水図書館、各公民館図書室
にお越しください。

10月27日～11月9日は読書週間です♪
☆「よんでビンゴ！（読書でビンゴ）」に挑戦しよう☆
　いろいろな本を読んでビンゴのマスを埋めよう。テー
マに合う本を１冊借りたらスタンプを１個押します。縦、
横、ななめの３列がそろったら、素敵なプレゼントがもら
えます。
と　き　10月10日㈯～11月14日㈯
ところ　泗水図書館、中央公民館図書室、七城公民館
　 　　　図書室、旭志公民館図書室
対象者　小学生まで

☆読書週間のおすすめ本！☆
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職
員
演
じ
る
販
売
員
が
自
宅
に
い

る
高
齢
者
に
あ
の
手
こ
の
手
で
販
売

を
繰
り
広
げ
て
行
く
寸
劇
も
人
気
が

あ
り
ま
す
。

　

販
売
方
法
も
い
ろ
い
ろ
な
商
法
が

横
行
し
て
い
ま
す
。
消
費
ト
ラ
ブ
ル

の
出
前
講
座
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
、
万
が
一
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
て

も
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。　

　　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
専
門
の
相

談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い

親
子
で
稲
刈
り
体
験

　
自
然
に
包
ま
れ
て
暮
ら
す
人
々
の
知

恵
に
学
ぶ
と
き
、「
食
」
は
人
々
の
心

を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。
親
子
で
参

加
し
、
自
然
に
ふ
れ
て
四
季
折
々
の
食

を
学
ぶ
「
お
い
し
い
村
」（
毎
月
開
催
）

の
秋
は
「
稲
刈
り
体
験
」。
地
元
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
指
導

し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
６
月
に
手
植
え

し
た
稲
の
刈
り
取
り
を
行
い
ま
す
。

　
今
回
収
穫
す
る
の
は
米
、
も
ち
米
、

古
代
米
。
竹
を
切
り
出
し
、
刈
り
取
っ

た
稲
を
束
に
し
て
「
掛
け
干
し
」
も
行

い
ま
す
。
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
お
い
し

い
村
」
で
行
う
稲
刈
り
体
験
は
、
宿
泊

で
の
参
加
も
可
能
で
す
。
家
族
や
グ

ル
ー
プ
も
大
歓
迎
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と　
き　
10
月
10
日
㈯
～
11
日
㈰

※ 

開
催
当
日
の
天
候
で
実
施
時
間
を
決

定
し
ま
す

申
込
期
限　
開
催
日
の
３
日
前

参
加
費　
稲
刈
り
の
み　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
１
泊
２
日　
　
２
５
０
０
円

※
宿
泊
は
小
学
１
年
以
上
が
対
象
。

問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎0968（24）6630 問い合わせ先　菊池夢美術館　☎0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後６時
※期間中の閉館日はありません。

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

　
第
11
回
菊
池
市
人
権
・
同
和
教
育
研

究
大
会
が
7
月
25
日
菊
池
市
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
人
権
啓
発
講
演
会
は
、
山

口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
川

口
泰
司
さ
ん
の
講
話
で
し
た
。
部
落
に

生
ま
れ
て
き
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
受

け
て
き
た
差
別
の
き
び
し
い
現
実
を
、

自
分
の
経
験
か
ら
分
か
り
や
す
く
お
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
、「
今
で
も
差
別
っ
て
あ
る

の
？
」「
何
も
知
ら
な
け
れ
ば
差
別
し

な
い
の
で
は
？
」「
学
校
で
教
え
る
必

要
は
な
い
」「
自
分
は
差
別
し
な
い
か

ら
関
係
な
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
る

時
代
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
お

話
し
さ
れ
ま
し
た
。
見
え
る
差
別
は
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
見
え
な
い
差
別
は
今
で
も
ま
だ

残
っ
て
い
ま
す
。
差
別
は
見
よ
う
と
し

な
け
れ
ば
見
え
ま
せ
ん
。
差
別
を
な
く

し
て
い
く
た
め
に
、「
見
抜
く
力
」
を

身
に
つ
け
て
欲
し
い
と
強
く
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

中
学
３
年
の
人
権
学
習
の
こ
と
で

す
。
テ
ー
マ
は
結
婚
、「
好
き
な
人

が
部
落
の
人
だ
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す

か
？
」
と
い
う
学
習
の
中
で
、「
二
人

で
頑
張
る
」「
親
を
説
得
す
る
」
な
ど

の
意
見
に
対
し
、
あ
る
女
子
生
徒
か

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

問
い
合
わ
せ
先　
企
画
振
興
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

62

121

「
差
別
っ
て　
い
っ
た
い
な
ん
や
ね
ん
？
」　
～
川
口
泰
司
さ
ん
の
講
演
か
ら
～　
　
　

  

地
域
人
権
教
育
指
導
員　
井い

野の

英ひ
で
利と
し

【ギャラリー】
「想像は躍る心　書と写真展」　田中栄一　　　
期　間　～ 10 月 12 日㈪㈷
　書と写真を展示します。10 月 4 日㈰、11 日㈰は出展者
がお待ちしています。

「菊池渓谷の四季」安永隆敏
期　間　10 月 14 日㈬～ 25 日㈰
　菊池渓谷の朝光には物も言えずに見とれてしまい、夕影
の美しさは一生忘れられません。日本一の菊池渓谷を写真
でお楽しみください。

「19 回目の和紙との語らい」展　　
しゅんこう和紙ちぎり絵会
期　間　10 月 27 日㈫～ 11 月 8 日㈰
　色とりどりの和紙から生まれる作品の数々、濃淡をいか
して生まれる花や景色などの作品をご覧ください。

ら
、「
そ
れ
は
き
れ
い
ご
と
や
ろ
。
自

分
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
生
ま
れ
て

く
る
子
が
か
わ
い
そ
う
」
と
い
う
発
言

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
と
き
、
川
口
さ
ん
は
居
て
も

立
っ
て
も
お
ら
れ
ず
、「
部
落
の
も
ん

と
話
し
た
こ
と
あ
る
？　
僕
が
部
落
の

人
間
や
。
ど
こ
が
違
う
？
」
と
み
ん
な

の
前
で
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、「
実
は
僕
も
知
っ
て
い
た
よ
」「
親

や
親
族
か
ら
聞
い
て
知
っ
て
い
た
よ
」

と
、
多
く
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
返
し

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、

一
番
言
い
に
く
い
こ
と
を
一
番
身
近
な

人
に
言
え
な
く
し
て
い
る
こ
と
が
差
別

で
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
そ
う
で

す
。

　
そ
れ
か
ら
、
川
口
さ
ん
は
、
差
別
を

な
く
し
て
い
く
た
め
に
、
差
別
の
お
か

し
さ
を
自
ら
力
強
く
訴
え
て
い
こ
う
と

決
意
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
お
姉
さ
ん

は
、
彼
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ズ
を
さ
れ
て
い

る
け
れ
ど
、
部
落
出
身
で
あ
る
こ
と
を

打
ち
あ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
悩
ん
で

い
る
こ
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
字
が

読
め
な
い
こ
と
を
ず
っ
と
隠
し
て
き
た

こ
と
な
ど
、
普
段
の
生
活
で
気
づ
か
な

か
っ
た
こ
と
が
家
族
の
中
に
も
あ
る
こ

と
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
最
後
に
、「
ビ
ー
カ
ー
の
水

の
中
に
沈
殿
し
た
泥
」
に
例
え
て
お
話

を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
い

れ
ば
、
上
か
ら
は
き
れ
い
な
水
に
見
え

ま
す
。
こ
れ
を
か
き
混
ぜ
続
け
る
と
、

沈
殿
し
た
泥
は
ふ
わ
っ
と
浮
い
て
き
ま

す
。
沈
ん
だ
ま
ま
に
し
て
お
い
て
も
、

本
当
の
き
れ
い
な
水
に
は
な
っ
て
い
き

ま
せ
ん
。
沈
殿
し
た
も
の
を
か
き
ま
ぜ

な
が
ら
す
く
い
上
げ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
当
の
き
れ
い
な
水
に
な
っ

て
い
き
ま
す
ね
。
こ
の
作
業
が
人
権
教

育
で
あ
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
差
別
や
偏
見
は
、
圧
倒
的
に
情
報
量

不
足
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

特
別
に
悪
い
人
が
持
つ
も
の
で
は
な
く

誰
も
が
持
つ
も
の
で
あ
り
、
特
に
心
に

余
裕
が
な
い
と
き
や
自
分
に
利
害
関
係

が
生
じ
た
と
き
に
現
れ
て
く
る
も
の
で

す
。
こ
の
こ
と
を
お
聞
き
し
て
、
研
修

な
ど
で
正
し
い
情
報
を
よ
り
多
く
吸
収

し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。

　
い
じ
め
を
受
け
た
人
、
差
別
を
受
け

た
人
が
失
う
も
の
は
、「
人
と
人
と
の

あ
た
た
か
い
人
間
関
係
」
で
す
。
そ
れ

を
し
た
人
も
同
じ
よ
う
に
、
人
と
人
と

の
絆
を
断
ち
切
ら
れ
る
の
で
す
。
お
互

い
が
つ
な
が
り
合
っ
て
、
差
別
の
な
い

菊
池
市
を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

稲刈り体験

　

正
式
名
称
は
第
32
番
礼
所
道
場
寺

観
音
堂
。
下
町
は
江
戸
時
代
に
は
道

場
寺
町
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
開
基
時

期
は
不
明
で
す
が
道
場
寺
の
末
寺
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
存
資
料
と
し
て
文
久
元
年
観
音

祭
の
料
理
献
立
が
あ
り
、
そ
れ
以
降

の
祭
日
の
献
立
、
祭
り
の
仕
切
人
、

寄
付
な
ど
が
記
さ
れ
た
帳
簿
が
残
っ

て
い
ま
す
。

　

本
尊
は
聖
観
世
音
菩
薩
。
現
在
は

玉
祥
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
で
も
下
町
観
音
保
存
会
を
は
じ
め
、

地
域
で
大
切
に
さ
れ
て
お
り
、
８
月

18
日
は
観
音
祭
、
１
月
18
日
は
正
月

の
祝
い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

下
横
道
観
音
堂

認定番号第ふるさと H26-5 号
　推薦者　下町区

　
通
称
下
町
天
満
宮
。
歴
史
も
古
く
、

地
域
の
氏
神
と
し
て
祭
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

　

昔
は
切
明
に
あ
り
、
隈
府
の
氏
神

で
し
た
が
、
武
政
公
が
北
宮
神
社
を

勧
請
後
は
、
い
つ
と
な
く
北
宮
を
氏

神
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
町
で
は
毎
年
７
月
25
日
に
天
満

宮
祭
が
行
わ
れ
、
以
前
は
神
職
の
お

は
ら
い
の
後
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
相
撲
で
に
ぎ
わ
い
、
そ
の
成

長
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　

菅
原
道
真
が
学
問
の
神
様
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
通
学
途
中
に
お
辞
儀

を
し
て
通
る
高
校
生
も
多
い
そ
う
で

す
。

下
町
菅
原
神
社

認定番号第ふるさと H26-4 号
　推薦者　下町区

　

消
費
者
が
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い

た
め
に
、
悪
質
商
法
や
、
最
近
の
被

害
状
況
な
ど
を
説
明
し
な
が
ら
賢
い

消
費
者
に
な
る
た
め
の
出
前
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
７
月
か
ら
９
月
ま
で
に
開

催
し
た
出
前
講
座
の
様
子
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

開
催
件
数

・
７
月　
４
件

・
８
月　
６
件

・
９
月　
７
件

・
合
計　
17
件

　　

老
人
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
の
ほ
か
、

小
さ
な
子
ど
も
持
つ
母
親
の
皆
さ
ん

に
お
話
す
る
機
会
も
あ
り
、
多
く
の

人
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

消
費
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
は
年
代
に

応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
出
前
講
座

で
は
、
参
加
者
に
合
っ
た
事
例
を
紹

介
し
、
消
費
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い

よ
う
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

短
い
時
間
の
中
で
楽
し
く
、
分
か

り
や
す
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
講
座
を
組

み
立
て
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
は

毎
回
「
良
い
話
を
聞
い
た
。
た
め
に

な
っ
た
」
と
好
評
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

出前講座一番人気の寸劇

「菊池遺産展」
期　間　～ 10 月４日㈰

生誕 100 年記念　「大塚耕二遺作展」
期　間　10 月 6 日㈫～ 11 日㈰
　常設のレプリカ作品と市蔵、個人蔵作品を初めて１本化
した展示会です。

古布に遊ぶ　「時々堂　生徒作品展」　
期　間　10 月 13 日㈫～ 18 日㈰
　久留米絣・大島紬・幟旗を使用した創
作服やバック、小物を展示販売します。

「菊池の子どもたちの作品展」
期　間　10 月 20 日㈫～ 29 日㈭
　「熊本子ども芸術祭 in 菊池」で募集し
た作品を展示します。
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岩
いわ

下
した

　卓
たか

利
とし

 さん
出身：東京都世田谷区
趣味：音楽、旅行、読書、アニメ
特技：ギター、ＤＪ、剣道
座右の銘：おもしろき　こともなき世
を　おもしろく

集落文化創造プランナー（企画振興課勤務）

地域おこし協力隊を紹介します！
Vol.03

わがまちの

市外から移住してきた７人の隊員は現在、「移住・定
住」「文化」「健康」「ブランド」「癒し」「観光」の

６つの分野で地域おこしに取り組んでいます。任期は最
長で３年間。活動終了後も本市に定住してもらう予定で
す。なぜ都会から菊池市に移住してきたのか。ここでど
んな取り組みをしていくのか。地域おこし協力隊の人物
像や活動内容をシリーズでお届けします。
問い合わせ先　企画振興課　☎ 0968(25)7250

─
な
ぜ
菊
池
市
の
協
力
隊
に
？

　

磁
気
力
を
活
用
し
た
発
電
装
置
の
試
作

機
の
開
発
に
成
功
し
た
の
で
、
こ
れ
を
地

方
創
生
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
普
及

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
菊
池
市
の
協
力
隊
募
集
を
知

り
、
応
募
し
ま
し
た
。

─
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　

菊
池
の
文
化
・
歴
史
・
資
源
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
学
校
跡
地
や
松
倉
邸
を
拠

点
に
地
域
活
性
化
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
ま
ん
が

「
風
雲
菊
池
一
族
」
の
ア
ニ
メ
化
の
企
画

制
作
、
映
像
制
作
や
写
真
撮
影
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ベ
ン
ト
の

企
画
、
域
学
連
携
な
ど
地
域
お
こ
し
の
取

組
み
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
で
す
。

─
菊
池
市
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
。

　

と
て
も
過
ご
し
や
す
い
で
す
。
自
然
豊

か
な
環
境
で
、
水
や
食
べ
物
が
と
て
も
お

い
し
く
て
、
泉
質
の
良
い
温
泉
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
都
会
で
は
あ
り
得
な
い
ほ

ど
の
ぜ
い
た
く
な
生
活
だ
と
思
い
ま
す
。

─
３
年
後
、
菊
池
市
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し

た
い
で
す
か
。

　

世
代
・
組
織
・
出
身
地
・
居
住
地
区
な

ど
に
拘
ら
ず
、
意
欲
あ
る
人
た
ち
が
志
一

つ
で
ま
と
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
し
い
取

り
組
み
を
創
造
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
未

来
創
造
型
の
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

─
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
癒
し
の
里
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
一い

ち

ノの

瀬せ

萌も
え

子こ

さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

世
界
シ
ェ
ア
約
10
㌫
の
産
業
用
・
車
載
用
液
晶

三
菱
電
機
㈱
液
晶
事
業
統
括
部

メ
ル
コ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱

◆
所
在
地　
泗
水
町
住
吉
１
５
７
６
‐
１

◆
従
業
員　
約
７
０
０
人

◆
設　
立　
平
成
３
年

☎
０
９
６
８（
38
）７
１
１
７

◆
主
な
製
品　
三
菱
電
機
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
産

業
用
・
車
載
用
の
液
晶
を
全
世
界
に
販
売
。
カ
ー

ナ
ビ
、
コ
ン
ビ
ニ
レ
ジ
、
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
、
産
業

用
機
器
、
ト
レ
イ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に
広
く
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
製
品
企
画
、
開
発
、
設
計
、
製
造
、

販
売
な
ど
。
自
動
化
が
進
ん
だ
ク
リ
ー
ン
ル
ー

ム
内
で
製
造
さ
れ
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
菊
池
市
か
ら
全
世
界
に

品
質
と
技
術
力
の
高
い
液
晶
製
品
を
送
り
出
し

て
い
ま
す
。
本
年
1
月
に
三
菱
電
機
も
菊
池
市

に
移
転
し
て
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
デ
パ
ー
ト

熊
本
不
二
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱

◆
所
在
地　
泗
水
町
田
島
２
４
４
４

◆
従
業
員　
１
３
０
人

◆
設　
立　
昭
和
48
年
６
月
11
日

☎
０
９
６
８（
38
）３
１
３
１

◆
主
な
製
品　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
（
土
木
用

製
品
な
ど
を
約
２
５
０
０
種
類
）
を
製
造
し
官

公
庁
や
土
木
建
設
業
者
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。

◆
業
務
内
容　
Ａ
Ｕ
字
溝
他
の
製
造
工
程
、
生

コ
ン
を
ラ
イ
ン
上
の
型
枠
へ
投
入
し
、
形
成
脱

型
後
養
生
し
て
配
達
し
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
さ
ん
へ　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
は

一
般
の
人
に
は
目
立
た
な
い
物
で
す
が
、
道
路

や
農
用
地
の
排
水
、
公
園
、
宅
地
造
成
、
下
水

道
整
備
な
ど
、
地
域
社
会
で
暮
ら
す
人
々
と
生

活
に
深
く
関
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
商
工
観
光
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
２
３

菊
池
市
企
業
連
絡
協
議
会
の
加
盟
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。

市
の
産
業
振
興
や
市
勢
発
展
の
た
め
市
内
企
業
61
社
が
加
盟
し
て
い
る
団
体
で
す
。

代表：蔵
くら

田
た

哲
てつ

之
ゆき

さん

工場外観

出荷商品例

工場外観

代表：山
やま

田
だ

純
じゅん

作
さく

さん

シ
リ
ー
ズ

菊
池
の
企
業
②

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.15

　人権感覚の高まりを目指し、校内人権集会を行
いました。２年生では、ハンセン病の学習を通し
て自分たちの生活や普段の行動を見直し、「水俣病
問題もハンセン病問題も熊本県で起きたこと。しっ
かり学びましょう」と呼びかけました。

泗水中学校

　自分自身の生き方を見つめることや地域で働く
人々との交流を通して、郷土理解を深めることな
どを目的に２年生の職場体験学習を実施しました。
参加した生徒は「職場体験で学んだことをこれか
らの進路選択などに生かしていきたい。貴重な体
験ができた」と感想を述べました。

七城中学校

泗水東小学校

　菊池市小学校特別支援学級合同キャンプが菊池
少年自然の家で行われ、市内の小学校８校から児
童や関係者など約 80 人が参加しました。児童た
ちはチャレラン、ビンゴゲーム、ペンダント作り、
ニジマスのつかみ取りなどを体験。楽しい時間を
過ごしました。

お弁当を食べながら交流ペンダント作り

事の苦労を身を持って体験！

権を守る

別支援学級合同キャンプ

仕

人

特

６月25 日

６月 17 日～ 18 日

７月13 日～ 15 日

取り組みを発表

園児と一緒に粘土遊び

学年スローガンを発表

お菓子作りを体験

自分の意見を発表します

絵本の読み聞かせ

　水俣病について正しく理解するため、５年生が
「水俣に学ぶ肥後っ子教室」を開きました。水俣病
資料館で語り部の話しを聞いたり、水俣病関係の
資料を見学したりしました。参加した児童は「水
俣病はうつる病気ではなくて、工場から流れ出た
有害物質が原因。正しいことを学ぶことができた」
と感想を述べました。

戸崎小学校６月30 日

水俣病資料館で学習 展示資料を見学

　毎週水曜日は校内研究授業を実施しています。
今年の研究テーマは、「確かな学力の定着をめざし
た授業の工夫」です。学び合い活動と ICT の活用
を重点的に研究し、授業に反映させています。算
数の授業では、視覚的に子どもたちが分かりやす
いように ICT 機器を有効活用した研究授業を行っ
ています。

内研究　ICT 有効活用

俣に学ぶ肥後っ子教室

校

水

隈府小学校

国語の研究授業 ICT を活用した授業

６月
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お
知
ら
せ

10 月の「税」の納期限
11 月２日㈪

問税務課
　市民税係　☎ (25)7206

●市県民税３期
●国民健康保険税第４期
口座振替を利用している人は、10 月
26 日㈪に振替を行いますので、残高の
確認をお願いします。

障
が
い
の
あ
る
人
へ

各
種
手
当
の
ご
案
内

特
別
障
害
者
手
当

　
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
著
し
く
重

度
の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
に

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の

重
度
障
が
い
者
に
対
し
手
当
を
支
給
し
ま

す
。
障
害
者
総
合
支
援
法
な
ど
に
定
め
る

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、
病
院
ま
た
は

介護予防ミニ講座
低栄養を予防しましょう！

　低栄養（栄養不足）状態になると、抵抗力が低
下して病気になりやすくなったり、筋力が弱まっ
て転倒や骨折をしやすくなったりします。寝たき
りや死に至る危険も高くなりますので、高齢者に
とって低栄養は重要な問題です。
　特に注意が必要なのは、次の項目に該当する人
です。
①体重が最近６カ月で２～３㌔減少した
②ＢＭＩが 18.5 未満

■ＢＭＩの求め方
ＢＭＩ＝体重（㌔）÷（身長×身長（㍍））

（例）　身長 160㌢　体重 45㌔の場合
45 ÷（1.6 × 1.6）=17.57　BMI ＝ 17.6
　「低栄養」や「やせ」が気になる人は、かかり
つけ医や地域包括支援センターの保健師・管理栄
養士にご相談ください。
　適切な体重を管理して、いつ
までも自立した生活を送りま
しょう !
問高齢支援課地域包括支援係　　
☎ (25)7216

計
量
器
の
定
期
検
査

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、

法
律
（
計
量
法
第
19
条
）
に
よ
り
２
年
に

１
回
の
定
期
検
査
を
受
け
る
よ
う
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

下
表
の
日
程
で
検
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
計
量
器
を
お
持
ち
の
人
は

受
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の　
計
量
器
、
手
数
料

（
１
台
当
た
り
５
０
０
円
～
２
２
０
０
円
）

検
査
対
象
計
量
器　
▼
商
店
な
ど
で
商
品

の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り
▼
病
院
、
薬

局
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
調
剤
用
の
は
か

り
▼
学
校
、
病
院
、
保
育
園
な
ど
で
使
用

し
て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り
▼
農

協
、
漁
協
な
ど
流
通
物
資
の
集
荷
、
出
荷

な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り
▼
宅
配
な
ど
運

検査日 検査時間 検査場所
10 月
１日㈭

午前 10 時
～正午 七城公民館

１日㈭ 午後１時 30 分
～３時 旭志公民館

２日㈮ 午前 10 時
～午後３時 泗水公民館

５日㈪ 午前 10 時
～午後３時 菊池中央公民館

６日㈫ 午前 10 時
～午後３時 菊池中央公民館

▼とき・ところ 送
業
者
な
ど
が
貨
物
の
運
賃
算
出
用
に
使

用
す
る
は
か
り
▼
農
業
、
漁
業
な
ど
の
生

産
者
が
生
産
物
な
ど
の
売
買
に
使
用
す
る

は
か
り

問
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
計
量
検
定
グ
ル

ー
プ　
☎
０
９
６（
３
６
８
）２
１
０
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

接
種
期
間　
10
月
1
日
㈭
～
12
月
31
日
㈭

※�

12
月
中
旬
ま
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま

す
。
接
種
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
、
市
の

助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

定
期
接
種

▼
対
象
者　
①
満
65
歳
以
上　
②
60
歳
以

上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器

の
機
能
低
下
な
ど
で
日
常
生
活
が
大
き
く

制
限
さ
れ
る
障
が
い
が
あ
る
人
、
お
よ
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い

が
あ
る
人
。

▼
接
種
回
数　
　
１
回

▼
個
人
負
担
額　
１
３
０
０
円

▼
市
負
担
額　
　
２
９
０
０
円

大
腸
Ｓ
状
結
腸
内
視
鏡
検
査

事
前
説
明
会

　
11
月
に
実
施
す
る
「
大
腸
Ｓ
状
結
腸
内

視
鏡
検
査
」の
事
前
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

大
腸
Ｓ
状
結
腸
内
視
鏡
検
査
と
は　
日
本

人
の
大
腸
が
ん
の
最
も
で
き
や
す
い
直

腸・Ｓ
状
結
腸
（
肛
門
か
ら
40
～
50
㌢
位
）

を
内
視
鏡
カ
メ
ラ
で
直
接
検
査
し
ま
す
。

が
ん
の
早
期
発
見
に
有
効
な
検
査
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

旭
志　
10
月
28
日
㈬　
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
旭
志
公
民
館
和
室

七
城　
10
月
28
日
㈬　
午
後
1
時
30
分
～

　
　
　
七
城
公
民
館
講
堂

泗
水　
10
月
29
日
㈭

　
　
　
①
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
②
午
後
1
時
30
分
～

　
　
　
泗
水
総
合
支
所
大
会
議
室�

複
合
健
診
の
追
加
健
診
を

実
施
し
ま
す

　
年
に
1
回
の
定
期
健
診
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。
８
月
・
９
月
の
複
合
健
診
で
受

診
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
期
間

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

と　
き　
10
月
９
日
㈮
～
11
日
㈰

　
受
付　
午
前
7
時
～
10
時
30
分

※�

申
し
込
み
済
み
の
人
は
指
定
さ
れ
た
時

間
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
が

ま
だ
の
人
は
問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園

内　
容　
生
活
習
慣
病
健
診
、
特
定
健
診

（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
）、
後
期
高
齢
者

健
診
お
よ
び
各
種
が
ん
検
診
、
結
核
検
診

必
要
な
も
の　
▼
「
平
成
27
年
度
菊
池
市

複
合
健
診
の
実
施
に
つ
い
て
（
通
知
）」

菊
池　
10
月
30
日
㈮

　
　
　
①
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
②
午
後
1
時
30
分
～

　
　
　
中
央
公
民
館
大
研
修
室

※�

い
ず
れ
か
都
合
の
良
い
日
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

内　
容　
検
査
日
予
約
、準
備
物
（
下
剤
、

予
約
券
な
ど
）
の
配
布
な
ど

検
査
料
金

▼
30
～
69
歳　
１
５
０
０
円

▼
70
歳
以
上　
千
円

※
平
成
28
年
3
月
31
日
現
在
の
年
齢

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

に
書
か
れ
て
い
る
「
当
日
持
っ
て
く
る
も

の
」
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
▼
特
定
健
診
を

受
診
す
る
人
は
必
ず
国
民
健
康
保
険
証
と

受
診
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
▼
子
宮
頸
が

ん
、
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）、
大

腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
が
あ
る
人
は

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

託
児
（
無
料
）　
菊
池
養
生
園
に
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
☎（
38
）２
８
２
０

▼
実
施
日　
　
10
月
11
日
㈰

▼
対
象
年
齢　
１
歳
～
就
学
前

▼
受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
11
時

▼
必
要
な
も
の　
オ
ム
ツ
・
飲
み
物
な
ど

問
●申
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

　
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課

任
意
接
種
（
行
政
措
置
）

▼
対
象
者　
１
歳
～
64
歳
で
接
種
希
望
者

▼
接
種
回
数　
①
１
歳
以
上
13
歳
未
満　

２
回
（
２
～
４
週
間
空
け
る
）　

②
13
歳

以
上　
１
回

▼
個
人
負
担
額　
１
８
０
０
円

▼
市
負
担
額　
　
２
４
０
０
円

接
種
機
関　
市
の
委
託
医
療
機
関
（
事
前

予
約
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　
▼
市
が
委
託
す
る
医
療
機
関
以

外
で
接
種
す
る
と
き
は
、
事
前
に
（
接
種

予
定
日
の
１
週
間
位
前
ま
で
）
健
康
推
進

課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
に
印

か
ん
を
用
意
し
て
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
。
事
前
手
続
き
が
な
い
場
合
は
補
助
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
▼
住
民

票
が
本
市
に
あ
る
人
が
対
象
で
す
。
保
険

証
・
免
許
証
な
ど
確
認
で
き
る
も
の
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
▼
子
ど
も
の
接
種
に
は
必

ず
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
子
ど
も
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

　
☎（
25
）７
２
１
９

診
療
所
に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い

る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当

　
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常
に
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
重
度
障
が
い
児

に
対
し
、
手
当
て
を
支
給
し
ま
す
。

障
害
者
総
合
支
援
法
な
ど
に
定
め
る
施
設

に
入
所
し
て
い
る
人
、
障
が
い
を
理
由
と

し
た
給
付
（
障
害
基
礎
年
金
な
ど
）
を
受

け
て
い
る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。�

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
中
度
以
上

の
障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
父
、
母
、
父
母
に
代
わ
っ
て

養
育
し
て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
し
ま

す
。�

※�

い
ず
れ
の
手
当
も
、
原
則
と
し
て
専
用

の
診
断
書
に
よ
り
審
査
し
ま
す
。

※
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

差
押
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

と　
き　
10
月
29
日
㈭　
午
前
10
時

　
受
付　
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
本
庁
３
階　
大
会
議
室

公
売
物
件　
左
表
の
と
お
り

売却
区分 所在地 地目 地積 公売保証金 見積価額

１ 永 宅地 238.06
平方㍍ 111,000 円 1,104,000 円

２ 木野 田 477
平方㍍ 0 円 132,000 円

３ 木野 田 1582
平方㍍ 0 円 439,000 円

４ 木野 田 850
平方㍍ 0 円 235,000 円

５ 木野 畑 808
平方㍍ 0 円 151,000 円

６ 袈裟尾 畑 488
平方㍍ 0 円 91,000 円

物
件
を
買
い
た
い
と
き

　
農
業
委
員
会
の
「
買
受
適
格
資
格
証
明

書
」
が
必
要
で
す
。
10
月
13
日
㈫
ま
で
に

農
業
委
員
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
売
前
に
滞
納
市
税
が
完
納
さ
れ
た
場

合
は
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

問い合わせ先に各課の直通番号を
記載しています。
各総合支所の問い合わせはこちらです。
・七城総合支所　☎（25）1000
・旭志総合支所　☎（37）3111
・泗水総合支所　☎（38）2112
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊池市の放射線量
放射線量は日常生活に影響ありません！

　毎月市内４地点で空間放射線量の測定を行っていま
す。測定結果は、県が東日本大震災前に県内で測定し
ていた結果の範囲内であることから、日常生活に全く
影響が無いことが確認されました。
▼調査結果　　　　 　単位：マイクロシーベルト／時

測定場所 測定日 天候 測定結果
旭志総合支所 8 月 19 日 雨 0.018 
泗水総合支所 8 月 27 日 晴れ 0.022
菊池市役所 9 月 2 日 雨 0.031 

七城総合支所 9 月 9 日 曇り 0.023
※ 震災前の熊本県保健環境科学研究所（宇土市）での測定結

果（平成 17 年４月～平成 22 年３月）の範囲（0.021 ～
0.078 マイクロシーベルト／時）

 ▼参考　県が測定した測定値は以下のとおりでした。
測定場所 測定日 天候 測定結果

熊本県保健環
境科学研究所
（宇土市）

8 月 19 日 雨 0.042
8 月 27 日 晴れ 0.040
9 月 2 日 雨 0.044 
9 月 9 日 曇り 0.040 

（関連情報へのリンク）
▼熊本県の放射線についての調査結果（環境放射能水準調査）
http://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/43/housyanou.html
▼放射線モニタリング情報（文部科学省）
http://radioactivity.nsr.go.jp/ja/list/224/list-1.html
問環境課環境政策係　☎ (25)7217

10 月１日は「浄化槽の日」です
　10 月 1 日は浄化槽に関する法律施行を記念して「浄化
槽の日」と定められています。浄化槽とは、トイレや台所・
お風呂などから出る汚れた水を、微生物などの働きにより、
きれいにして放流する施設（現在では合併処理浄化槽のこ
と）を言います。
　大切な河川を守るため、合併（および単独）処理浄化槽
を設置している人は、点検・清掃・水質検査を必ず行って
ください。汲み取り式トイレや単独処理浄化槽を設置して
いる人は、合併処理浄化槽への切り替えをお願いします。
浄化槽市町村整備事業
　浄化槽市町村整備事業とは、市が浄化槽本体を設置、維
持管理までしていくものです。工事費の一部を負担するだ
けで、公共事業で浄化槽本体を設置できます。（毎月の使用
料が必要）
▼工事負担区分
 

家 庭 

▼設置に伴う負担金および月々の使用料
浄化槽 ５人槽 ７人槽 10 人槽
建物

延床面積 130㎡以下 130㎡超 浴室および台所
２カ所以上

負担金
（一回払い） 88,000 円 102,000 円 129,000 円

使用料
（月々） 5,060 円 5,970 円 7,360 円

※  工事の着工は、入札などの事務処理のために申請書受け
付けから１カ月半以降となります。

※ 面積基準の緩和により、一定の条件を満たせば、延床面
積 200㎡まで５人槽の浄化槽を設置できるようになって
います。詳しくは下水道課までお問い合わせください。

問下水道課（浄水センター内）　☎ (25)7244

● 合併処理浄化槽の正しい使い方Q＆A
Ｑ．使い終わった食用油の処理は？
Ａ． 油は浄化槽内やパイプ類に付着して目詰まりを

おこすなど機能低下の原因になりますので流さ
ないでください。処理するときは凝固剤で固め
るなどして、燃えるごみとして出してくださ
い。

Ｑ． 入浴剤で温泉気分を楽しんでいるのですが大丈
夫ですか？

Ａ． イオウが入っているものは使わないでくださ
い。浄化槽内の微生物が死滅したりして機能が
低下してしまいます。それ以外のものは適量を
守っていれば心配いりません。

Ｑ．トイレ用洗剤はどれを選べばいいの？
Ａ． 市販のトイレ用洗剤であれば、たいていのもの

は問題ありません。ただし、落ちにくいときだ
け使用し適量を守りましょう。

Ｑ． 洗濯には無リン洗剤がいいと聞きましたがどう
ですか？

Ａ． 一般的な浄化槽ではリンの除去が難しいため、
リンを含んでいるものは使わないようにしまし
ょう。また、塩素系の漂白剤は避け、柔軟剤も
含めてできるだけ中性のものを使用しましょ
う。

Ｑ． 浄化槽に近づけて車庫を建てようと思いますが
どうですか？

Ａ． 浄化槽の上に物を置いたり、建物を近づけれ
ば、保守点検等の妨げになったり、その建物の
圧力により浄化槽本体に亀裂が入り使用できな
くなる場合が考えられますので、浄化槽の上に
は物を置かず、建物を近づけて建てないように
してください。

家庭

台所 風呂 トイレ

合併処理
浄化槽

市が設置管理
一部本人負担

本人が設置・管理 本人が設置・管理

葬
祭
費
を
ご
存
知
で
す
か

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
加
入
者
が
死
亡
し
た
と
き
は
、

葬
祭
を
行
っ
た
人
（
喪
主
）
に
葬
祭
費
と

し
て
２
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
で
き
る
人　
葬
祭
を
行
っ
た
人

申
請
期
限

　
葬
祭
を
行
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
２
年

申
請
に
必
要
な
も
の

　
亡
く
な
っ
た
人
の
被
保
険
者
証
、
申
請

者
の
印
か
ん
、
申
請
者
名
義
の
通
帳
な
ど

（
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の
）、
身
分
証
明

書
（
市
外
の
人
の
み
）

問
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
助
成
制
度

対
象
者　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
各
医
療

保
険
に
加
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
。
※
所
得
制
限
有
り
。

①
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
父
母
・
養
育
者

②
①
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
児
童

申
請
に
必
要
な
も
の　
▼
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費
受
給
資
格
証
交
付
（
更
新
）
申

請
書
▼
委
任
状
▼
口
座
振
替
依
頼
書
▼
戸

籍
謄
本
（
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
全

員
分
）
▼
所
得
に
関
す
る
証
明
書
（
課
税

台
帳
記
載
事
項
証
明
書
（
世
帯
分
））
▼

保
険
証
※
民
生
委
員
の
証
明
書
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

助
成
対
象
期
間　
▼
児
童
：
18
歳
に
な
っ

た
日
以
降
の
３
月
31
日
ま
で
▼
扶
養
義
務

者
：
児
童
が
20
歳
に
達
す
る
ま
で

助
成
対
象
額

　
医
療
費
（
一
部
負
担
金
）
の
３
分
の
２

医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し
た
場
合

　
支
払
っ
た
医
療
費
（
一
部
負
担
金
）
の

領
収
証
（
レ
シ
ー
ト
不
可
）、
印
か
ん
、

受
給
資
格
者
証
を
用
意
し
、
健
康
推
進
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
民
生
課
の
窓
口

に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
●申
健
康
推
進
課
国
保
・
医
療
給
付
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

平
成
28
年
度
社
会
福
祉
（
障
が

い
者
福
祉
）
施
設
整
備
補
助
金

　
社
会
福
祉
法
人
や
特
定
非
営
利
団
体
法

人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
が
整
備
す
る
施
設
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
菊
池
市
障
が
い
福
祉
計
画
に
合
致
し
た

計
画
で
、
緊
急
か
つ
必
要
性
が
あ
る
も
の

を
優
先
し
ま
す
の
で
、
事
前
協
議
に
よ
り

交
付
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
補
助
額
や
提
出
書
類
な
ど
詳
し
く
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　
10
月
30
日
㈮

問
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
な
ど

の
せ
ん
定
と
伐
採
の
お
願
い

　
歩
行
者
や
車
両
の
通
行
支
障
や
事
故
の

原
因
に
な
り
ま
す

　
個
人
の
土
地
か
ら
せ
り
出
し
て
い
る
樹

木
は
、
土
地
所
有
者
も
し
く
は
相
続
人
の

管
理
責
任
で
せ
ん
定
・
伐
採
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
樹
木
も
個
人
の
財
産
な
の
で
、
市
で
せ

ん
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
せ
り
出

し
た
樹
木
が
原
因
で
事
故
や
車
両
な
ど
が

損
傷
し
た
場
合
、
所
有
者
の
管
理
責
任
が

問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

せ
ん
定
や
伐
採
の
際
の
注
意
点

　

電
線
や
電
話
線
が
あ
る
場
所
の
作
業

は
、
危
険
を
伴
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
九
州
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
相
談
し
て
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

　
通
行
す
る
歩
行
者
や
車
両
の
安
全
を
十

分
確
保
し
、
事
故
の
な
い
よ
う
に
作
業
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

熊
本
県
水
と
み
ど
り
の

森
づ
く
り
税

あ
な
た
の
五
百
円
が
森
を
守
っ
て
い
ま
す

　
県
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
「
熊
本
県

水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
税
」（
年
間
個

人
５
０
０
円
、
法
人
１
千
円
～
４
万
円
）

を
活
用
し
、
水
を
蓄
え
、
災
害
を
防
止
す

る
な
ど
の
森
林
の
公
益
的
機
能
の
向
上
を

図
っ
て
い
ま
す
。
森
林
を
元
気
な
姿
に
す

る
取
り
組
み
や
、
森
林
の
役
割
な
ど
の
普

及
啓
発
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
熊
本
県
農
林
水
産
政
策
課　

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
２
２

し
す
い
花
火
大
会
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
第
35
回
し
す
い
孔
子
公
園
夏
祭
り
に
多

数
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。（
来
場
者
数
約
２
万
５
千
人
主

催
者
発
表
）

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
こ
と
し
も
１・
５
尺
玉
の
花
火
を
打

ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

募
金
総
額　
13
万
５
５
６
２
円

　
来
年
も
大
き
な
花
火
を
上
げ
ら
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
泗
水
町
街
づ
く
り
対
策
委
員
会

　
委
員
長　
芹せ

り

川か
わ　
繁し

げ
る

・
菊
池
市
商
工
会
泗
水
支
部

　
支
部
長　
坂さ

か

崎ざ
き

吉よ
し

紘ひ
ろ

問
し
す
い
孔
子
公
園
夏
祭
り
花
火
大
会
事

務
局
（
菊
池
市
商
工
会
泗
水
支
部
内
）

　
☎（
38
）２
７
０
８

1.5 尺玉の花火
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

「
ほ
の
宵
ま
つ
り
」
つ
く
り
び

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
竹
灯
篭
の
ほ
の
か
な
灯
り
が
街
を
幻
想

的
に
彩
る
「
ほ
の
宵
ま
つ
り
」
の
制
作
・

作
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ　

①
10
月
10
日
㈯　
七
城
会
場

②
10
月
24
日
㈯　
龍
門
会
場

問
●申
菊
池
観
光
協
会　
☎（
25
）０
５
１
３

竜
門
ダ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参
加
者
募
集

　
心
地
よ
い
秋
風
に
ふ
か
れ
て
大
自
然
を

満
喫
し
な
が
ら
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
15
日
㈰　
雨
天
決
行

と
こ
ろ　
竜
門
ダ
ム
花
の
広
場
（
ス
タ
ー

ト
地
点
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
）

参
加
登
録
料　
１
人　
千
円（
ゼ
ッ
ケ
ン
、

入
浴
券
、
傷
害
保
険
料
、
昼
食
な
ど
を
含

む
）相

談

　
営
業
者
や
今
ま
で
の
経
験
・
技
術
を
生

か
し
て
独
立
開
業
を
予
定
し
て
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
。秘
密
は
守
り
ま
す
。専
門
相
談
員（
中

小
企
業
診
断
士
・
経
営
指
導
員
）
が
対
応

し
ま
す
。

と　
き　
11
月
９
日
㈪

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
菊
池
保
健
所

相
談
内
容　
経
営
、
融
資
、
税
務
に
関
す

る
こ
と
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
営
相
談
室
（
生
衛
業
）

　
職
業
訓
練
は
、
早
期
就
職
を
実
現
す
る

た
め
に
国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
無
料

で
受
講
で
き
ま
す
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

自
己
負
担
）。

　
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど
を

受
け
な
が
ら
受
講
で
き
ま
す
。

訓
練
場
所　
①
合
志
市　
②
菊
池
市

職
業
訓
練
コ
ー
ス
受
講
生
募
集

菊
池
養
生
園
保
健
組
合

職
員
募
集

区　
分　
資
格
免
許
職
（
短
大
卒
程
度
）

職　
種　
臨
床
検
査
技
師

採
用
予
定
数　
１
人
程
度

受
験
資
格　
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
臨
床
検
査
技
師
の
免
許

を
有
す
る
人
。
ま
た
は
平
成
27
年
度
実
施

の
国
家
試
験
で
取
得
見
込
み
の
人
。

試
験
期
日
・
会
場

▼
一
次　
11
月
15
日
㈰

　
　
　
　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

▼
二
次　
12
月
上
旬
予
定

　
　
　
　
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

受
付
期
間　
10
月
13
日
㈫
～
10
月
30
日
㈮

※
㈯
㈰
㈷
を
除
く

申
込
方
法　
申
込
用
紙
は
菊
池
養
生
園
保

健
組
合
総
務
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
掲
示
板
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ⓗhttp://w
w
w
.yojoen.or.jp

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合
総
務
課

　　
☎（
38
）２
８
２
０

募
集

く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

後
期
講
座
受
講
生
募
集

　

農
業
者
の
学
び
の
場
「
く
ま
も
と
農

業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
は
、
後
期
講
座
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

「
く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（https://kum

am
oto.agri-

academ
y.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

と　
き　
10
月
～
３
月

と
こ
ろ　
本
校　
県
南
校

受
講
料　
無
料
※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必

要
で
す
。

問
●申
熊
本
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

　　
☎
０
９
６（
２
４
８
）６
６
０
０

「
児
童
福
祉
週
間
」

標
語
を
募
集
し
ま
す

　

来
年
度
の
児
童
福
祉
週
間
に
向
け
て
、

象
徴
と
な
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し

く
は
（
公
財
）
児
童
育
成
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.kodom

ono-
shiro.or.jp/jidohukushi/hyogo28.
htm
l

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
10
月
20
日
㈫

募
集
内
容　
元
気
で
頑
張
る
子
ど
も
た
ち

を
応
援
す
る
標
語
や
未
来
に
向
け
て
の
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標

語
。

問
●申（
公
財
）�児
童
育
成
協
会
標
語
募
集
係

　
☎
０
３（
３
４
９
８
）４
５
９
１

幸
せ
さ
が
し
「
合
コ
ン
」

～
パ
ー
ト
40

と　
き　
10
月
25
日
㈰　

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　
大
津
町
町
民
交
流
施
設
「
オ
ー

ク
ス
プ
ラ
ザ
」

応
募
資
格　
20
歳
～
45
歳

募
集
人
数　
男
女
各
15
人
（
先
着
順
）

土
地
の
取
引
は
届
け
出
が

必
要
で
す

　
土
地
基
本
法
で
は
、
土
地
に
つ
い
て
の

４
つ
の「
基
本
理
念
」を
定
め
て
い
ま
す
。

①
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す
②
計
画
に

従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大
切
で
す
③
投
機

的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん
④
利
益
に

応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

10
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す　

　
土
地
の
有
効
利
用
を
住
民
み
ん
な
で
考

え
ま
し
ょ
う
。

　
一
定
面
積
以
上
の
土
地
は
、
売
買
な
ど

の
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
、
国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
き
利
用
目
的
な
ど
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

対
象
面
積　
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計

画
区
域
５
千
平
方
㍍
以
上
、
都
市
計
画
区

域
以
外
の
区
域
１
万
平
方
㍍
以
上

対
象
取
引　
売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、

譲
渡
担
保
、
代
物
弁
済
な
ど

届
出
者　
土
地
の
権
利
取
得
者
（
売
買
の

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
き
く
ち
９
月
号
23
ペ
ー
ジ
菊
池
っ

子
だ
よ
り「
元
気
に
大
き
く
育
っ
て
ね
！
」

の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

誤　
高
柳
区
の
稲
葉
義よ

し

一か
ず

さ
ん

正　
高
柳
区
の
稲
葉
一か

ず

義よ
し

さ
ん

問
市
長
公
室
広
報
交
流
係

　
☎（
25
）７
２
５
２

場
合
で
あ
れ
ば
買
主
）

届
出
時
期　
契
約
締
結
日
を
含
め
て
2
週

間
以
内

届
出
書
類　

土
地
売
買
等
届
出
書
（
３

部
）、
位
置
図
、
付
近
状
況
図
、
土
地
形

状
図
（
公
図
な
ど
）、契
約
書
の
写
し
（
各

２
部
）　

問
企
画
振
興
課　
☎（
25
）７
２
５
０

フ
ァ
ミ
リ
ー
特
典　

家
族
で
参
加
の
場

合
、
小
学
生
以
下
は
無
料
。
参
加
賞
・
入

浴
券
は
参
加
登
録
料
を
支
払
っ
た
人
に
配

布
し
ま
す
。

申
込
期
限　
10
月
31
日
㈯

※
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
●申
竜
門
ダ
ム
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
実
行
委
員

会　
☎（
25
）０
５
１
３

申
込
方
法　
履
歴
書
、
写
真
（
上
半
身･

葉
書
サ
イ
ズ
）
３
枚
、
返
信
用
封
筒
（
本

人
の
宛
先
名
記
入･

82
円
切
手
貼
付
）
を

同
封
し
、
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡

は
っ
ぴ
ぃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

happy1592.justhpbs.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

参
加
費　
千
円
（
当
日
徴
収
）

※
別
途
入
会
登
録
費
千
円

問
●申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡
は
っ
ぴ
ぃ

　
〒
８
６
９

－

１
２
２
１

　
菊
池
郡
大
津
町
陣
内
１
６
５
２

　
江え

藤と
う
南な

美み

枝え

　
☎
０
８
０（
２
７
４
５
）７
７
８
８

　
中な
か
山や
ま
久ひ
さ
代よ

　
☎
０
９
０（
１
５
１
９
）６
８
８
７

訓
練
科
目　
①
溶
接
加
工
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
技
術
科
、電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、

制
御
技
術
科
、
住
宅
施
工
技
術
科
、
ビ
ル

設
備
サ
ー
ビ
ス
科　

②
医
療
・
調
剤
事
務
Ｐ
Ｃ
科

募
集
期
間　

①
10
月
１
日
㈭
～
29
日
㈭

②
10
月
19
日
㈪
～
11
月
５
日
㈭

訓
練
期
間　

①
12
月
２
日
㈬
～
平
成
28
年
６
月
29
日
㈬

②
11
月
27
日
㈮
～
平
成
28
年
２
月
26
日
㈮

　
他
に
も
新
た
に
コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
●申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池　
訓
練
担
当　

　
☎（
24
）８
６
２
５

問
㈶
熊
本
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ

ー　
☎
０
９
６（
３
６
２
）３
０
６
１

　
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者
と
事
業
主

と
の
間
に
起
き
た
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
お

手
伝
い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。
事
業
主
、
正
規
社
員
、
パ
ー
ト
従
業

員
や
派
遣
社
員
な
ど
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
５
３

労
使
紛
争
の
解
決
に
「
あ
っ
せ

ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
息
抜
き
の

時
間
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間

が
な
い
人
や
、
納
付
に
つ
い
て
相
談
が
あ

る
人
の
た
め
に
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
26
日
㈪
～
30
日
㈮

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
税
務
課
徴
税
係（
本
庁
舎
２
階
）

※
各
総
合
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係

　
☎（
25
）７
２
０
８

と　
き　
10
月
22
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
予
約
不
要
で
す
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
23
日
㈮

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館
大
研
修
室

相
談
内
容　
遺
言
、
相
続
、
生
前
贈
与
、

離
婚
、
老
後
へ
の
備
え
、
交
通
事
故
な
ど

問
熊
本
県
行
政
書
士
会
菊
池
支
部　
西さ
い
塔と
う

　
☎
０
９
６（
２
３
２
）７
０
３
０

も
の
忘
れ
相
談
会

　
「
も
の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
」「
家
族

が
認
知
症
で
は
な
い
か
」「
認
知
症
に
つ

い
て
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談

会
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
27
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
中
央
公
民
館

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

　
認
知
症
の
人
に
つ
い
て
の
理
解
や
支
援

の
あ
り
方
を
学
び
、
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
支
え
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く

「
認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。
地
域
で
実
践
し
て
い
た
だ

認
知
症
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

養
成
講
座

開催日 時　間 講義内容 講　師

① 11 月２日㈪ 午後６時 30 分
～８時 10 分

開校式
「認知症の治療」

菊池有働病院精神科医
川
かわ

内
うち

伸
しん

哉
や

先生 

② 11月16 日㈪ 午後６時 30 分
～８時 「認知症ケア」 老人保健施設孔子の里

副施設長　松
まつ

永
なが

美
み

根
ね

子
こ

先生 

③ 11月30 日㈪ 午後６時 30 分
～８時

「介護家族の支援」
閉校式 

菊池中央病院脳神経外科医
副院長　曽

そ
山
やま

直
なお

宏
ひろ

先生 

▼日程表

と　
き　

①
10
月
12
日
㈪
㈷　
午
後
２
時
～
４
時

②
10
月
18
日
㈰　
　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

①�

九
州
看
護
福
祉
大
学
大
講
義
室

　
（
玉
名
市
富
尾
８
８
８
番
地
）

②�

ウ
ェ
ル
パ
ル
く
ま
も
と

　
（
熊
本
市
中
央
区
大
江
５
丁
目
１
‐
１
）

講　
師

①
現
役
の
里
親
さ
ん

②
藤ふ
じ

林ば
や
し

武た
け

史し

さ
ん
（
福
岡
市
子
ど
も
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
長
）

演　
題

①
「
家
族
に
な
る
と
い
う
こ
と
」

②
「
子
ど
も
に
安
心
感
を
与
え
る
養
育
と

は
」
～
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
に
～

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
優
里
の
会

　
☎
０
７
０（
５
４
８
５
）８
３
６
５

問  

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
家
庭
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
４

里
親
講
演
会

と　
き　
10
月
24
日
㈯
午
後
１
時
～
５
時

と
こ
ろ　
泗
水
公
民
館
大
研
修
室

参
加
費　
無
料

第
１
部
（
講
演
）

▼�

講　
師　
栫か

こ
い

ち
か
子こ

さ
ん
（
鹿
屋
体
育

大
学
非
常
勤
講
師
）

▼�

演　
題　
「
女
性
の
か
ら
だ
と
運
動
」

▼�

内　
容　
女
性
の
か
ら
だ
の
し
く
み
と

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

第
２
部
（
講
演
）

▼�

講　
師　
柳や

な
ぎ

沢さ
わ

香か

絵え

さ
ん
（
相
模
女
子

大
学
栄
養
科
学
部
准
教
授
）

▼
演　
題　
「
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
と
栄
養
」

▼�

内　
容　
女
性
ア
ス
リ
ー
ト
に
必
要
な

食
事
、
栄
養

第
３
部
（
意
見
交
換
・
体
験
会
）

　
「
女
性
ス
ポ
ー
ツ
カ
フ
ェ
＆
セ
ル
フ
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ッ
ク
」を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申
社
会
体
育
課　
☎（
25
）７
２
３
４

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

認
知
症
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
10
月
20
日
㈫
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館　
２
階

�

※�

講
座
修
了
者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

く
た
め
の
講
座
で
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。�

と
こ
ろ　
本
庁
３
階
大
会
議
室

対
象
者　
▼
本
市
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
人
で
、
３
回
全
て
出
席
で
き
る
人

▼
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受
講
者

申
込
期
限　
10
月
26
日
㈪

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

ー
の
証
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
差
し
上
げ
ま
す
。

問
高
齢
支
援
課
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

新
米
マ
マ
の
子
育
て

お
し
ゃ
べ
り
講
座

　
育
児
の
喜
び
や
困
り
事
、
親
と
し
て
の

迷
い
な
ど
を
話
し
、
親
子
の
絆
づ
く
り
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
11
月
４
日
㈬
・
11
日
㈬
・
18
日

㈬
・
25
日
㈬
（
全
４
回
）

　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

対　
象　
生
後
２
～
５
カ
月
（
11
月
１
日

現
在
）
の
乳
児
（
第
１
子
）
と
そ
の
母
親

参
加
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
8
6
4

円
が
必
要
で
す
）

定　
員　
母
子
10
組
（
先
着
順
）

問
子
育
て
支
援
課　
☎（
25
）7
2
1
4

　
県
内
11
カ
所
の
装
飾
古
墳
の
内
部
を
公

開
し
ま
す
。
専
門
職
員
の
解
説
を
聞
き
な

が
ら
見
学
で
き
ま
す
。

と　
き　

①
10
月
24
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

②
10
月
25
日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

公
開
会
場　

①
永
安
寺
東
古
墳（
玉
名
市
）、
大
坊
古
墳

（
玉
名
市
）、
石
之
室
古
墳（
熊
本
市
南
区
）、

宇
賀
岳
古
墳（
宇
城
市
）、鍋
田
横
穴（
山

鹿
市
）、大
村
横
穴
群（
人
吉
市
）、
京
ガ
峰

横
穴
群（
錦
町
）

②
永
安
寺
東
古
墳（
玉
名
市
）、
大
坊
古
墳

（
玉
名
市
）、
横
山
古
墳（
山
鹿
市
）、
塚
坊

主
古
墳（
和
水
町
）、
石
貫
ナ
ギ
ノ
横
穴
群

（
玉
名
市
）、
石
貫
穴
観
音
横
穴（
玉
名
市
）

入
場
料　
無
料

問
県
立
装
飾
古
墳
館　
☎（
36
）２
１
５
１

熊
本
県
内
装
飾
古
墳
一
斉
公
開

と　
き　
10
月
18
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
歴
史
公
園
鞠
智
城

内　
容　
▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
こ
ろ

う
君
の
誕
生
会
・
舞
踊
団
花
童
出
演
）
▼

鞠
智
城
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
▼
八
角
形
鼓
楼

に
登
ろ
う
！
（
雨
天
中
止
）
▼
菊
池
川
流

域
物
産
展

百
済
系
銅
造
菩
薩
立
像
特
別
展
示

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
45
分

問
企
画
振
興
課

　
☎（
25
）７
２
５
０

鞠き
く
智ち

城
の
日

～
大
切
な
家
族
を
支
え
る
た
め
に
～

内　
容　
▼
成
年
後
見
制
度
っ
て
ど
ん
な

と
き
に
利
用
す
る
の
？
▼
成
年
後
見
制
度

の
概
要
と
業
務
内
容
の
講
義
▼
意
見
交
換

と　
き　
10
月
10
日
㈯

　
受
付　
午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
桜
の
馬
場
城
彩
苑
多
目
的
交
流

室　
☎
０
９
６（
２
８
８
）５
６
０
０

参
加
費　
無
料

問  （
公
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ

ル
サ
ポ
ー
ト
熊
本
支
部

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）２
８
８
９

第
12
回
成
年
後
見
人
養
成
講
座

イ
ベ
ン
ト

と　
き　
11
月
14
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後

４
時
、
15
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
熊
本
刑
務
所
構
内

入
場
料　
無
料

内
容
（
予
定
）　

刑
務
所
内
見
学
、
各
種

展
示
、
性
格
検
査
、
刑
務
所
作
業
製
品
の

販
売
、
バ
ザ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

問
熊
本
刑
務
所
処
遇
部
企
画
部
門（
作
業
）

　
☎
０
９
６（
3
6
2
）3
5
1
3

熊
本
矯
正
展

　
菊
池
市
議
会
で
は
、
市
民
に
開
か
れ
た

分
か
り
や
す
い
議
会
を
目
指
し
、
昨
年
に

引
き
続
き
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
と
し
は
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
設
け
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
直
接
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、

今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

テ
ー
マ　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
対
策
、

医
療
費
（
介
護
保
険
料
・
子
ど
も
医
療
費

な
ど
）、
水
の
安
全
性
、
農
地
の
集
約
化

議
会
報
告
会

　
県
北
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
豪
華
賞
品

を
当
て
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
～
11
月
29
日
㈰

ス
タ
ン
プ
設
置
場
所

▼
菊
池　
わ
い
ふ
一
番
館

▼
和
水　

�

和
水
町
歴
史
民
俗
資
料
館

▼
山
鹿　
山
鹿
市
立
博
物
館

▼
山
鹿　
県
立
装
飾
古
墳
館

▼
山
鹿　
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

賞　
品　
和
牛
「
和
王
」
す
き
焼
き
肉
、

菊
鹿
ワ
イ
ン
、
七
城
米
、
こ
ふ
ん
ク
ッ
シ

ョ
ン
。
抽
選
に
外
れ
て
も
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン

ス
有
り
。

応
募
方
法　
各
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
に
あ

る
応
募
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

問
肥
後
古
代
の
森
協
議
会
事
務
局
（
県
立

装
飾
古
墳
館
内
）
☎（
36
）２
１
５
１

問
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

古
代
へ
の
旅

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１
５

　
「
差
別
の
な
い
明
る
い
す
て
き
な
ま
ち

を
つ
く
ろ
う
よ
」
を
テ
ー
マ
に
「
人
権
バ

ン
ド
ゆ
う
」
の
楽
し
い
歌
と
語
り
で
す
。

と　
き　
10
月
30
日
㈮
午
後
6
時
30
分
～

と
こ
ろ　
旭
志
公
民
館

入
場
料　
無
料

問
旭
志
公
民
館　
☎（
37
）３
１
１
１

人
権
コ
ン
サ
ー
ト

と
後
継
者
問
題
、
商
店
街
の
活
性
化

と　
き　
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～

①
10
月
21
日
㈬　
旭
志
公
民
館

②
10
月
22
日
㈬　
菊
池
市
文
化
会
館

③
10
月
23
日
㈮　
泗
水
公
民
館

④
10
月
26
日
㈪　
七
城
公
民
館

問
議
会
事
務
局　
☎（
25
）2
3
2
5

講
演
・
講
習

と
き
・
内
容

①�
11
月
５
日
㈭　
声
の
出
し
方
・
良
い
表

情
の
作
り
方
を
学
ぼ
う
。�

②�

11
月
12
日
㈭　

分
か
り
や
す
い
話
し

方
・
聞
き
方
を
学
び
、
話
し
上
手
聞
き

上
手
に
な
ろ
う
。

③�

11
月
19
日
㈭　
自
分
の
考
え
を
的
確
に

伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぼ

う
。

④�

11
月
26
日
㈭　
話
の
組
み
立
て
を
考
え

て
、
聞
き
手
を
意
識
し
た
プ
レ
ゼ
ン
能

力
を
身
に
つ
け
よ
う
。

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ

　
菊
池
市
中
央
公
民
館
2
階
小
研
修
室

講　
師　
橋は
し
本も
と
絵え

鯉り

子こ

さ
ん

対
象
者　
市
内
在
住
か
、
市
内
に
勤
務
し

て
い
る
人
で
４
回
と
も
参
加
で
き
る
人

定　
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記

入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
郵
送
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

託
児
も
あ
り
ま
す
。
10
月
28
日
㈬
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課　

　
☎（
25
）７
２
１
０

　
Ⓕ（
25
）２
９
２
９

　
Ⓜdanjo@

city.kikuchi.lg.jp

市
民
講
座
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
」
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

き
く
ち
観
光
物
産
絵
巻

き
く
ち
観
光
物
産
絵
巻
と
は

　
び
ぷ
れ
す
広
場
を
中
心
に
開
催
し
て
い

る
菊
池
の
観
光
物
産
展
で
す
。
和
菓
子
や

饅
頭
・
加
工
食
品
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・

お
茶
・
野
菜
類
な
ど
菊
池
の
物
産
が
一
堂

に
集
結
し
ま
す
。

と　
き　
10
月
31
日
㈯
～
11
月
１
日
㈰

と
こ
ろ　
菊
池
市
民
広
場

問
菊
池
市
商
工
会　
☎（
25
）１
１
３
１

　
南
北
朝
時
代
に
活
躍
し
た
菊
池
一
族
の

勇
壮
な
姿
を
菊
人
形
で
再
現
す
る
ほ
か
、

盆
栽
、
懸
崖
、
小
菊
な
ど
約
３
千
点
の
色

と
り
ど
り
の
菊
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

期　
間　
10
月
31
日
㈯
～
11
月
15
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
15
日
㈰
は
午
後
１
時
か
ら
閉
会
式

と
こ
ろ　
菊
池
市
民
広
場

問
商
工
観
光
課　
☎（
25
）７
２
２
３

菊
人
形
・
菊
ま
つ
り

熊
本
県
総
合
博
物
館
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念
企
画

　
県
内
各
地
の
博
物
館
、
美
術
館
、
資
料

館
な
ど
62
施
設
が
参
加
す
る
企
画
展
を
開

催
し
ま
す
。�

開
催
期
間　
10
月
３
日
㈯
～
11
月
５
日
㈭

※
㈪
休
館
。
㈪
が
㈷
の
場
合
は
㈫
休
館
。

開
館
時
間　
㈫
～
㈮
午
前
９
時
30
分
～
午

後
６
時
30
分
、
㈯
㈰
㈷
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

と
こ
ろ　
熊
本
県
立
美
術
館
分
館

入
場
料　
大　
人　
３
０
０
円

　
　
　
　
大
学
生　
１
０
０
円

　
　
　
　
高
校
生
以
下　
無
料

問
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

10
月
の
内
容

１
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
※

８
日
㈭　
絵
本
読
み
聞
か
せ

15
日
㈭　
運
動
遊
び

22
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

29
日
㈭　
子
育
て
座
談
会

※
登
録
し
た
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
児
童
セ
ン
タ
ー
幼
児
室

　
（
菊
池
市
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対　
象

　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
と
保
護
者

問
●申
菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

菊人形

　色彩あふれる「孔子まつり」、秋の味覚が味わえる「農業
まつり」、健康づくりの「しすいコスモスマラソン」、思い
出づくりの「フォトコンテスト」をそれぞれお楽しみくだ
さい。市民の皆さんのお越しをお待ちしています。
スケジュール
午前８時～９時 コスモスマラソン受付

午前９時 泗水秋まつり（孔子まつり・コスモスマラソン・
農業まつり）開会式

午前９時 30 分 孔子公園書道展表彰式
農業まつり特産物など販売

午前９時 40 分～ コスモスマラソン大会スタート（各コース）

正午 有朋の里泗水「DANCE DE GO」（祭孔大典
編曲＋オリジナル）

午後０時 40 分 祭孔大典

午後１時 30 分 農業まつり・ゲストステージ

■各地区・団体による通し物
　「新宮さん」と呼ばれる菊池の秋の大祭。神社行事に引き
続き各町内・各団体の出し物が披露されます。
■開会式会場　菊池市民広場
■出発時間　午前 11 時予定
■交通規制　当日は右図のとおり交通規制があります。
　午前 11 時～午後２時30分　車両通行止め
　「べんりカー」は３・４便を警察署通りへ迂回しますので、
この間菊池中央病院→立町は休止します。停留所は、電鉄
プラザ→市民広場（以後は通常どおり）です。ご協力をよ
ろしくお願いします。

■チーム対抗のど自慢大会は11月１日㈰開催！
　毎年恒例のチーム対抗のど自慢大会は、菊池観光物産絵
巻に併せて開催します。
ところ　菊池市民広場

問商工観光課　☎ (25)7223問商工観光課　☎ (25)7223

孔子まつり・コスモスマラソン・農業まつり
フォトコンテスト同日開催！と　き　11月３日㈫㈷

ところ　有朋の里泗水　孔子公園（荒天の場合は泗水ホール）

と　き　10月15日㈭
ところ　隈府商店街一帯

泗水秋まつり

祭孔大典

菊池一族鎧武者

ステージイベント

問生涯学習課文化振興係
　☎ (25)7232第11回 菊池市文化祭

◆菊池市文化祭合同開会式・前夜祭
と　き　10月23日㈮　午後６時30分～
ところ　菊池市文化会館大ホール
◆菊池支部文化祭
【ステージ発表】菊池市文化会館大ホール
とき・内容
・10月24日㈯　午後5時～　第１部
　大正琴、詩吟、フラダンス、日舞
・10月25日㈰　午後１時30分～　第２部
　バレエ、吹奏楽、コーラス
　午後5時～　第３部
　箏、カラオケ、シャンソン、日舞（２社中）
【展示】菊池市文化会館小ホール
と　き　10月24日㈯・25日㈰
　　　　午前９時～午後７時（25日は午後４時まで）
内　容　生花・書道・絵画・短歌・茶道・子ども生け花体
験教室、老人クラブ作品展（大ホールホワイエ）
◆泗水支部文化祭
【芸能発表会】泗水ホール
と　き　10月31日㈯・11月１日㈰　午前９時30分～
内　容　筝、日舞、吟詠、ダンス、大正琴、民謡ほか
【展示】泗水公民館（道の駅　泗水養生市場南側）
と　き　10月30日㈮～11月１日㈰　午前９時～午後４時
内　容　華道、書道、絵画、俳句、肥後狂句、陶芸、工

芸、園児・小中学生作品、各福祉施設作品展示ほか
※31日㈯・１日㈰は茶道会によるお茶会があります。
◆旭志支部文化祭
【演芸発表会】旭志公民館大研修室
と　き　11月３日㈫㈷　午前９時30分～
内　容　日舞、コーラス､各種ダンス、民謡、カラオケ、園
児・小中学生発表、読書感想画・ブックレター表彰式ほか
※ロビーでは地元小学生によるお茶会があります。
【展示】旭志公民館
と　き　11月２日㈪　午後１時～５時
　　　　11月３日㈫㈷　午前９時30分～演芸発表会終了
内　容　華道、茶道、読書感想画・ブックレター作品ほか
◆七城支部文化祭
【演芸発表会】七城公民館講堂
と　き　11月１日㈰　午後０時30分～４時
内　容　着物着付け、レクダンス、日舞、コーラス､民謡、
三味線、天守太鼓、カラオケ、童謡
【展示】七城中学校体育館
と　き　10月31日㈯・11月１日㈰　午前９時～午後５時
　　　　※１日は午後４時30分まで。
内　容　生け花、書道、絵画、短歌、ちぎり絵、陶芸、編
物、小中学生作品、保育園幼稚園作品、老人ホーム作品ほか
◦お茶会
　10月31日㈯　午前10時～（なくなり次第終了）

菊池秋まつり

コスモスマラソン
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各総合支所の問い合わせ先
七城総合支所　☎ (25)1000
旭志総合支所　☎ (37)3111
泗水総合支所　☎ (38)2112

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

　スポーツの秋、卓球で良い汗かきませんか。皆さんの参
加をお待ちしています。
と　き　10 月 25 日㈰　午前８時 30 分～受付
　　　　午前９時開始　
ところ　菊池市総合体育館サブアリーナ
対象者　校区・地区・職場の社会人
種　目　団体戦と個人戦
問菊池市卓球協会　北

き た

村
む ら

　☎ (24)0034

菊池市民卓球大会参加者募集

市 民 の 広 場
※
市
民
の
広
場
は
市
民
が
投
稿
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。行
政
情
報
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

投
稿
は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
長
公
室
広
報
交
流
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
２　
Ⓜkouhou@

city.kikuchi.lg.jp

　親子で仮装してパレードに参加してみませんか。ハロ
ウィンスペシャルスタンプラリー参加のお子さん先着
100 人にはお菓子のプレゼントあり。当日のスケジュー
ルなど詳しくはホームページをご覧ください。
と　き　10 月 25 日㈰　午前９時～ 11 時 30 分
ところ　菊池市商店街（軽トラ朝市会場内）
参加費　300 円（スタンプラリーとビンゴ大会セット）
※パレードは午前 10 時 30 分からスタート（参加費無料）
問ロンドン・アイ・イングリッシュ　☎ 090(9724)3640
Ⓗ www.londonienglish.com

英会話学校主催
第２回ハロウィン仮装パレード♪

「まちなかライブラリよっこい処」
を開設しました！

　読書を楽しむ憩いの場として「まちなかライブラリよっ
こい処」を９月から開設しました。どなたも気軽にお寄く
ださい。
と　き　平日　午前 10 時～午後４時
ところ　よっこい処（菊池市隈府立町通り）
　立ち読み、貸し出し、購入できます。
　不要な本や絵本、書架、書棚、本箱お譲りください。
問井

い

藤
と う

　☎ 090(4775)1929　

楊名時太極拳で健康づくり
　健康増進を目指し、太極拳を始めませんか。夜の教室は
７月から始めたばかりです。皆さんの参加をお待ちしてい
ます。
と　き　朝の教室　毎週㈭    午前 10 時～ 11 時
　　　　夜の教室　毎週㈫　 午後７時～８時
ところ　菊池市西部市民センター
参加料　各教室それぞれ月 1,000 円
問楊名時太極拳師範　佐

さ

々
さ

木
き

　☎ (25)0696

第２回ミュージックフェスタ㏌きくち
音楽は世界の共通語

と　き　10 月 18 日㈰　午後１時～４時
　　　　午後２時開演
ところ　双葉幼稚園（菊池市七城町甲佐町 443-2）
主　催　一般社団法人　やまびこ会　菊池国際交流館
内　容　ソプラノとフルートのミニコンサート
曲　目　オーソレミオ、シチリアーノ、忘れな草
　　　　有名なオペラアリアなど
問秋

あ き

月
つ き

　☎ 080(9434)1991　

第３回きくち夢レトロ祭㏌養生伝承館

と　き　10 月 11 日㈰　午前９時～午後３時
ところ　養生伝承館（菊池市泗水町吉富 3183）
内　容　
①思い出タイムカプセル展
　コレクターたちが集めた宝物を展示
②レトロマーケット＆夢マルシェ
　手作り小物、元気野菜、レトログッズ販売
③うまいもん市＆屋台 　④おたのしみステージ
※出店者・展示者募集中。詳しくはお問い合わせください。
問村

む ら

本
も と

　☎ 090(3078)4641 ☎ 090(4770)3286

健康マラソン始めませんか？

　健康づくりにジョギングは最適です。一人では長続きし
なくても、仲間がいれば継続できます。七城走ろう会はそ
んなあなたを待っています。「熊本城マラソン 2016」完
走を目指すジョガーも、一緒に練習しませんか。
と　き　毎週㈬　午後７時 30 分～
ところ　七城総合グラウンド駐車場集合

（雨天時は七城体育館）
問●申早

は や

田
た

　☎ 090(4584)8748

温泉ヨガ教室モニター募集中
（温泉入浴付き）

　菊池市を美と健康の街に！初心者向けのやさしいヨガと
温泉の効果で健康増進・ストレス緩和を図ります。
　皆さんの応募をお待ちしています。
と　き　
朝　月曜クラス（全５回）10 月 26 日㈪～ 11 月 30 日㈪
夜　水曜クラス（全６回）10 月 28 日㈬～ 11 月 25 日㈬
参加費　3,000 円（温泉入浴付）
※詳しくはお問い合わせください。
問●申古

ふ る

田
た

　☎ 080(1789)1006

♬

緊急事態の防災・防犯情報の他、暮らしの情報、教育、
文化、スポーツ、観光、イベント情報も配信して

います。ぜひご利用ください。すでに登録している人
には、４月上旬に登録項目変更のメールを配信します。

■登録手順
① 携帯「メール」画面を開き「新規メール」「新規

作成」などを選択。
② 「メール作成」画面を開いたら、宛先（TO）

に直接「kam@123123.tv」と入力し、空メー
ルを送信。
③  10 分程度で「菊池安心メールのご登録」

というメールが届きますので、メールを
開き、文章の下段にある URL（アドレス）
を選択してください。
④ 「会員登録」画面を開いたら、各自当

てはまる項目にチェックして「登録」
を選択します。

■ メールが届かなくなった人
　空メールを送信しても返事が来ない人へ
　迷惑メール対策やインターネットからのメール拒否
が考えられます。「ドメイン指定受信設定」で確認して
ください。ドメイン指定受信設定方法はホームページ
に掲載していますのでご覧ください。
※ 必ずドメイン「123123.tv」のみ入力するようにし

てください。
※ 現在の設定や機種、携帯電話会社の設定変更などに

よって設定の方法が異なる場合があります。不明な
点は各携帯電話会社にお問い合わせください。

■ docomo お客様サポート　☎ 0120(800)000
■ au お客さまサポート　☎ 0077(7)111
■ SoftBank カスタマーサポート　☎ 0800(919)0157

ためになるばい！

安心安全メールをご利用ください！

これで安心♪

情報充実♪

問市長公室　☎ (25)7200

←登録用２次元コード

　
豊
潤
橋
と
は
、
農
林
水
産
省
と
熊
本
県

の
共
同
工
事
で
建
設
さ
れ
た
橋
で
す
。
橋

の
下
部
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
し
た
構
造

に
な
っ
て
お
り
、
車
両
通
行
の
ほ
か
農
業

用
水
を
送
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
溜
ま
っ
た
土
砂

を
取
り
除
く
た
め
、
橋
の
中
央
部
に
設
け

た
排
泥
弁
か
ら
1
年
に
1
度
、
一
定
の
時

間
放
水
を
行
い
ま
す
。

　
稲
刈
り
が
終
わ
り
澄
み
わ
た
る
秋
空
の

季
節
に
描
か
れ
る
水
の
放
物
線
は
、
訪
れ

た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
一
度
、
豊
潤
橋
の
放
水
を
見
学
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

と　
き　
10
月
31
日
㈯　
午
前
11
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
重
味
伊
倉
地
区

豊
潤
橋（
水
管
橋
）の
放
水

＆
重
味
フ
ッ
ト
パ
ス

豊
潤
橋
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

　
こ
と
し
は
次
の
と
お
り
駐
車
場
を
設
置

し
無
料
で
送
迎
し
ま
す
。
各
駐
車
場
の
送

迎
開
始
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
で
す
。

第
１
駐
車
場　
重
味
青
空
市
場

第
２
駐
車
場　
き
ら
り
水
源
村

※�

重
味
青
空
市
場
と
き
く
ち
観
光
物
産
館

で
弁
当
・
野
菜
・
特
産
品
な
ど
を
販
売

し
ま
す
。

※�

菊
人
形
・
菊
ま
つ
り
会
場
（
き
く
ち
観

光
物
産
館
）
か
ら
も
無
料
で
送
迎
し
ま

す
。
利
用
す
る
場
合
は
菊
池
観
光
協
会

へ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
菊
池
観
光
協
会　
☎（
25
）０
５
１
３　

重
味
フ
ッ
ト
パ
ス
を
開
催
し
ま
す

　
実
り
の
秋
に
感
謝
し
な
が
ら
、
初
冬
の

田
舎
路
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。	

と
こ
ろ　
菊
池
市
重
味
豊
潤
橋
周
辺		

集
合
場
所　
楽
市
楽
座
※
重
味
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
フ
ッ
ト
パ
ス
の
旗
が
目
印
）	

コ
ー
ス　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
コ
ー
ス	

募
集
人
員　
30
人
（
先
着
順
）	

参
加
費　
千
円
（
昼
食
代・保
険
代
含
む
）

申
込
期
限　
10
月
20
日
㈫	

	

問
●申
赤あ

か

星ほ
し

　
☎
０
９
０（
５
０
２
０
）０
２
４
０

と　
き　
11
月
８
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

　
熊
本
再
春
荘
病
院
多
目
的
ホ
ー
ル

内　
容　
健
康
講
座
「
健
康
長
寿
と
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」・「
お
薬
手
帳

の
活
用
に
つ
い
て
」、
実
演
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
測
定
コ
ー

ナ
ー
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

入
場
料　
無
料

問
熊
本
再
春
荘
病
院
管
理
課

　
☎
０
９
６（
２
４
２
）１
０
０
０

熊
本
再
春
荘
病
院
第
13
回
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

豊潤橋からの放水

43 422015 October広報きくち2015 October広報きくち



「動画QRコード」付きの記事は動画をご覧いただくことができます。
ホームページには他の写真も掲載しています。ぜひご覧ください。

ビーチボールバレー競技で優勝した伊坂子
ども会

ビーチボールバレー・ソフトボール大会
　第 11 回菊池市子ども会ビーチボールバレー・ソフ
トボール大会が泗水体育館で開催されました。参加し
た子どもたちの熱戦が繰り広げられ、大いに盛り上が
りました。
　優勝チームは次のとおりです。
ビーチボールバ
レー
伊坂子ども会
同オープンの部
富の原台区子ど
も会Ａ
ソフトボール
岩本子ども会

７月 19 日　第 11 回菊池市子ども会

華麗な演奏を披露する松本さん

松本俊明さんミニコンサート
　作曲家でピアニストの松

ま つ

本
も と

俊
と し

明
あ き

さんのコンサートが
宮村ホールで開催され、市内外から約 150 人が音色
に酔いしれました。松本さんは自身の曲のほか、歌手
の MISIA に提供した曲など 9 曲を披露。来場者から
のお題に応えて即興で奏でるパフォーマンスもあり、
卓越した演奏で
観客を魅了しま
した。演奏を聴
いた観客は「や
さしい音色に感
動しました。ま
た菊池に来てほ
しいです」。

７月 19 日　華麗な音色にうっとり

巨大シャボン玉づくり

科学の不思議を体験
　第９回科学の祭典 in 菊池が菊池市文化会館小ホー
ルで開催され、家族連れなど多くの子どもたちが実験
や体験を楽しみました。会場には、スライムを作って
風船のように膨らませる実験や、金属探知機で宝探し
をしたりブーメランを作って飛ばしたりして遊ぶな
ど 15 種 類 の 実
験ブースを開設。
参加した子ども
たちはスタンプ
ラリーをしなが
らさまざまな実
験に挑戦してい
ました。

７月 18 日　第 9 回科学の祭典 in 菊池

幼稚園・保育園児と一緒にころう君体操

746ミュージックフェスタ2015
　746（ナナシロ）ミュージックフェスタ 2015 は
七城鴨川公園で開催され、大勢の来場者でにぎわいま
した。ステージでは４組のミュージシャンがアニメソ
ングやポップソングを披露。訪れた多くの観客を魅了
しました。ころう君と幼稚園・保育園児による「ころ
う君体操」や七
城天守太鼓の力
強い演奏、菊池
市少年少女合唱
団による合唱な
どもあり、音楽
の祭典を楽しん
でいました。

７月 19 日　音楽の祭典

ワークショップで意見を出し合う参加者

やねだんに学ぶ人材育成
　地域づくり人材研修会が市内２カ所であり、菊池観
光協会や菊池市中央公民館迫間支館地区の役員が参加
しました。私たちの困り事は何か、私たちの強みは何
か、自分たちで解決できることは何か、行政にお願い
したいことは何かの４つをテーマに各団体およそ２時
間ワークショッ
プを行いました。
参加者からは「こ
こで出たアイデ
アを、具体的に
進めることが必
要だ」などの声
がありました。

７月 18 日　地域づくり人材育成研修会

優勝した永区

真夏の球宴　永区が制覇
　泗水町ナイターソフトボール大会が泗水グラウンド
で開催され、泗水町内の各行政区から 25 チームが参
加し、５日間にわたり熱戦を繰り広げました。
　試合中、足が空回りして転倒する人や、ホームラン
を打って祝福を受ける人もいるなど盛り上がりを見せ
ました。
　上位の結果は
次のとおりです。
優勝　永区
２位　福本一区
３位　村吉区、
上住吉(桜)区

７月16 ～ 27 日　泗水町ナイターソフトボール大会

中学生の部優秀作文

泗水中学校３年　永
な が

田
た

真
ま

咲
さ

希
き

さん

和　～人とのつながり～

社会を明るくする運動

作　文

　
「
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」

　
み
な
さ
ん
は
、
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
意
味

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？　
こ
の
こ
と
わ
ざ

は
、
よ
く
「
や
さ
し
さ
は
人
の
た
め
に
な

ら
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
や
す

い
で
す
が
、
実
は
違
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

わ
ざ
の
本
当
の
意
味
は
、
人
に
や
さ
し
く

す
る
こ
と
は
、
人
の
た
め
で
は
な
く
自
分

の
た
め
に
な
る
。
つ
ま
り
優
し
さ
は
、
自

分
に
返
っ
て
く
る
と
い
う
意
味
で
す
。
こ

れ
は
、昨
年
、国
語
の
時
間
に
先
生
が
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
本
当
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま

す
。
小
学
校
６
年
の
冬
、
こ
ん
な
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。

　
母
と
私
が
家
に
帰
る
バ
ス
に
乗
っ
て
い

る
と
、
不
安
そ
う
に
外
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ

見
る
お
年
寄
り
の
女
性
が
お
ら
れ
ま
し

た
。
話
を
聞
い
て
み
る
と
、
そ
の
方
は
バ

ス
の
通
っ
て
い
な
い
こ
こ
か
ら
ほ
ど
遠
い

町
へ
帰
り
た
い
の
だ
と
言
う
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
た
だ
、
そ
の
町
か
ら
最
寄
り

の
バ
ス
停
を
教
え
て
あ
げ
る
こ
と
し
か
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
先
は
、
自
分
で
歩
か
な

い
と
い
け
な
い
の
で
す
。
仕
方
の
な
い
こ

と
で
す
。
私
た
ち
は
、
自
分
が
降
り
る
バ

ス
停
で
バ
ス
を
降
り
、
そ
の
方
を
見
送
り

ま
し
た
。

　
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
ず
っ
と
そ
の
方

が
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
が
言

い
ま
し
た
。　

「
う
ち
の
車
で
家
ま
で
送
っ
て
あ
げ
よ
う
」

　
私
は
、
す
ぐ
に
賛
成
し
車
に
乗
り
込
み

ま
し
た
。

　

さ
っ
き
教
え
て
あ
げ
た
バ
ス
停
か
ら
、

町
の
方
向
に
車
を
走
ら
せ
る
と
、
そ
の
方

は
す
ぐ
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。
私
が
、

「
ど
う
ぞ
。
乗
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
る
と
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

し
な
が
ら
も
、

「
寒
か
っ
た
あ
」

と
言
い
な
が
ら
、
う
れ
し
そ
う
に
乗
り
込

ま
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
後
、
車
の

中
で
い
ろ
い
ろ
な
話
を
し
ま
し
た
。大
抵
、

そ
の
方
が
し
ゃ
べ
っ
て
、
私
た
ち
が
相
づ

ち
を
う
ち
ま
し
た
。
よ
く
話
さ
れ
る
方
で

し
た
。

　
家
に
着
く
と
、
そ
の
方
は
何
度
も
何
度

も「
あ
り
が
と
う
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
に

入
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
ほ
っ

と
一
安
心
し
て
、
家
に
帰
り
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
一
年
後
の
冬
、

あ
の
方
の
名
前
や
顔
も
忘
れ
よ
う
と
し
て

い
た
頃
、
一
本
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
あ
の
女
性
の
方
か
ら
で
、

「
渡
し
た
い
も
の
が
あ
る
か
ら
、
今
か
ら

来
て
ほ
し
い
」

と
い
う
内
容
で
し
た
。
私
た
ち
が
指
定
さ

れ
た
所
へ
行
く
と
、
そ
の
方
は
も
う
待
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
少
し
話
を
し
た
後
、
そ
の
物

を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
方

が
旅
行
に
行
か
れ
た
時
の
お
土
産
で
し

た
。
そ
の
方
は
、
一
年
経
っ
た
今
も
、
あ

の
と
き
、
私
た
ち
が
し
た
こ
と
を
忘
れ
て

は
お
ら
れ
な
い
の
で
し
た
。
こ
ち
ら
は
忘

れ
て
い
て
も
、
し
っ
か
り
覚
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
人
と
人
と
は
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
一
人
が
思
い
や

り
の
心
を
持
て
ば
、
そ
の
つ
な
が
り
は
、

無
限
大
に
広
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
れ
か
ら
私
は
思
い
や
り
の
心
を
持

ち
、
人
と
の
和
を
大
切
に
し
て
、
生
き
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

45 442015 October広報きくち2015 October広報きくち



これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ
Message from the mayor

◆
７
月
に
熊
本
県
子
ど
も
芸
術
文
化

祭
が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天

草
・
人
吉
に
続
く
３
回
目
。
例
年
創
作

ダ
ン
ス
や
軽
音
楽
が
主
体
で
す
が
、
こ

と
し
は
開
催
地
の
菊
池
ら
し
さ
を
生
か

し
、「
伝
統
伝
承
芸
能
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

山
都
町
の
清
和
文
楽
や
山
鹿
の
こ
ど
も

歌
舞
伎
な
ど
が
大
い
に
座
を
沸
か
せ
ま

し
た
が
、
菊
池
も
負
け
て
は
い
ま
せ
ん
。

戸
崎
小
の
赤
星
神
楽
、
花
房
小
に
よ
る

出
田
の
獅
子
舞
に
始
ま
り
、
菊
池
北
小

の
雅
楽
と
狂
言
、
謡
と
仕
舞
な
ど
、
そ

の
多
様
さ
と
歴
史
の
古
さ
は
他
を
圧
倒

し
て
い
ま
す
。
◆
伝
統
伝
承
芸
能
と
い

え
ば
、
古
め
か
し
い
物
静
か
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
３
時
間
に
及
ぶ
公

演
中
一
瞬
た
り
と
も
目
が
離
せ
な
い
ほ

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
熱
演
が
会
場
を
魅

了
し
ま
し
た
。
県
文
化
協
会
の
役
員
方

か
ら
も
、
菊
池
大
会
が
過
去
３
回
の
中

で
群
を
抜
い
た
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

菊
池
の
歴
史
の
厚
み
や
文
化
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
つ
い
て
絶
賛
の
言
葉
を
頂
き
ま

し
た
。
◆
住
ん
で
い
る
私
た
ち
に
は
菊

池
の
「
凄
さ
」
は
、
普
段
は
な
か
な
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他
と
比
較

し
た
と
き
に
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
地
に

生
ま
れ
育
っ
た
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
こ

の
菊
池
の
文
化
は
、
先
人
が
こ
の
地
に

注
い
で
き
た
愛
情
の
集
積
で
す
。
今
、

子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
を
学
び
伝
え
て
い

ま
す
。
大
人
の
私
た
ち
は
、
何
を
な
し

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
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ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成28 年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。

申込期限　誕生月の前月５日※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　 写真にコメントを添えて、市長公室または各総合支所の広報担当まで申

し込んでください。写真はデータでも受け付けます。写真のみ後日提出
でも可能です。ホームページでも申し込みできます。

三
さんしょう

姓　彩
あ や と

人くん
（２歳○泗　福本一）
父： 進さん　母： 由美子さん

か
え
で
兄
ち
ゃ
ん
、

た
く
さ
ん

遊
ぼ
う
ね
♡

H25年
10月１日
生まれ

佐
さ と う

藤　莉
り お な

緒菜ちゃん
（３歳○七　流川）
父： 克彦さん　母： 知美さん

ま
ゆ
姉
、こ
は

い
っ
ぱ
い
遊
ぼ
う
ね

♡
み
ん
な
大
好
き
ー
♡
H24年
10月12日
生まれ

合
こ う し

志　悠
ゆう

くん
（１歳○菊　東原）
父： 有世さん　母： 裕子さん

じ
ー
じ
、ば
ー
ば

い
つ
も
遊
ん
で
く
れ

て
あ
り
が
と
う
♡

H26年
10月12日
生まれ

宮
みやもと

本　晟
せ い し ろ う

士朗くん
（２歳○菊　玉祥寺）
父： 亮太さん　母： 珠貴さん

ね
ぇ
ね
大
好
き
だ
よ

♡
こ
れ
か
ら
も

仲
良
く
し
て
ね
♪

H25年
10月５日
生まれ

高
た か き

木　大
や ま と

和くん
（１歳○七　間所）
父： 泰雄さん　母： 真幸さん

H26年
10月16日
生まれ

楓
ね
え
ね
♡
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
ね
♪

大
好
き
♡

中
な か じ

路　崇
そ う が

我くん
（１歳○菊　大琳寺）
父： 崇之さん　母： 遥さん

H26年
10月14日
生まれ

じ
ぃ
じ
、
ば
ぁ
ば

だ
い
す
き
い
ー
っ
ぱ

い
遊
ん
で
ね
♡

木
きのした

下　愛
な り さ

彩ちゃん
（１歳○菊　北宮）
父： 貴史さん　母： 眞由美さん

H26年
10月４日
生まれ

な
み
ね
ー
ね
、

せ
い
な
ね
ー
ね
、

だ
い
す
き
だ
よ
♡

高
た か き

木　蓮
れ お

王くん
（１歳○菊　大琳寺）
父： 伸明さん　母： 有加さん

パ
パ
、マ
マ
、

れ
ん
と
お
兄
ち
ゃ
ん

だ
ー
い
す
き
♡

H26年
10月20日
生まれ

中
なかしま

嶋　快
かいせい

晴くん
（３歳○菊　立石）
父： 大樹さん　母： 美佐子さん

は
る
か
～
と
う
く
ん

～
い
っ
ぱ
い

遊
ん
で
ね
♪
♪

H24年
10月17日
生まれ

中
なかがわ

川　光
こ う き

希くん
（３歳○菊　大琳寺）
父： 光義さん　母： 祐香さん

ア
イ
ス
大
好
き
ー
♡

幼
稚
園
毎
日
楽
し
く

過
ご
し
て
ま
す
♪

H24年
10月12日
生まれ

松
まつもと

本　怜
れ な

奈ちゃん
（３歳○菊　北宮）
父： 豪夫さん　母： 恵美さん

じ
ぃ
ち
ゃ
ん
、
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
い
つ
も

あ
り
が
と
う
♡

H24年
10月14日
生まれ

徳
とくなが

永　楓
かえで

ちゃん
（２歳○菊　上西寺）
父： 拓巳さん　母： 彩さん

保
育
園
の
お
友
達
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん

遊
ん
で
ね
♡
♡

H25年
10月18日
生まれ

斉
さいとう

藤　楓
かえで

ちゃん
（２歳○泗　福本一）
父： 賢太朗さん　母： 己沙さん

じ
ぃ
じ
、
ば
ぁ
ば
、

お
じ
ち
ゃ
ん
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
ね
！

H25年
10月21日
生まれ

坂
さかざき

﨑　由
ゆ な

奈ちゃん
（３歳○泗　泗水田中）
父： 功英さん　母： 美佳さん

H24年
10月17日
生まれ

♪
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、

メ
ル
ち
ゃ
ん
、
ト
ー

マ
ス
、
大
～
好
き
♪

光
みつなが

永　はるちゃん
（１歳○旭　高永）
父： 努さん　母： 美紀さん

花
ね
ぇ
ね
、い
つ
も

優
し
く
し
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
♡

H26年
10月11日
生まれ

深
ふ か だ

田　琉
る き

生くん
（３歳○菊　袈裟尾）
父： 満生さん　母： 理沙さん

H24年
10月７日
生まれ

妹
が
出
来
た
よ
♡

元
気
い
っ
ぱ
い
面
白

い
こ
と
大
～
好
き
！

堀
ほ り い

井　望
の あ

愛ちゃん
（３歳○菊　大琳寺）
父： 雄太さん　母： 佐穂さん

パ
パ
、マ
マ
、

め
い
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡

い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
ね
☆
H24年
10月４日
生まれ

冨
と み た

田　汰
た い し

志くん
（２歳○菊　上町）
父： 和孝さん　母： 沙織さん

紗
代
～

大
好
き
だ
よ
～
☆

あ
り
が
と
ー
！

H25年
10月９日
生まれ

木
き や ま

山　結
ゆ い

心ちゃん
（１歳○泗　高江）
父： 一義さん　母： 梓皇さん

H26年
10月28日
生まれ

お
兄
ち
ゃ
ん

大
好
き
♡
い
っ
ぱ
い

あ
そ
ん
で
ね
♡

濱
はまさき

崎　澪
みお

ちゃん
（１歳○泗　富の原東）
父： 清一さん　母： 和美さん

初
め
て
の
運
動
会
、

頑
張
り
ま
す
！

見
に
来
て
ね
！

H26年
10月17日
生まれ

10月４日
㈰

千年内科クリニック（内・循内・小） 合志市 096（273）7227

ふじおか内科（内（循・消）） 菊陽町 096（232）7550

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

木庭耳鼻咽喉科医院（耳・ア） 菊池市 0968（24）2551

ひろ歯科クリニック 菊陽町 096（285）3456

愛薬局 菊池市 0968（24）2619

ノムラ薬局泗水店 菊池市 0968（38）7088

10月11日
㈰

しばた内科クリニック（内・呼・消・ア） 大津町 096（293）2050

東熊本第二病院（内） 菊陽町 096（232）3939

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

米田産婦人科医院（産婦・麻） 菊池市 0968（25）2589

たけうち歯科医院 合志市 096-342-5285

10月12日
㈪㈷

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

菊池中央病院（内・外） 菊池市 0968（25）3141

友田皮ふ科医院（皮） 合志市 096（248）6211

そうごう薬局菊池店 菊池市 0968（23）1321

10月18日
㈰

平瀬内科医院（内） 合志市 096（248）5227

本多内科胃腸科医院（内） 菊陽町 096（232）2021

杜の里かねこクリニック（内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522

温耳鼻咽喉科医院（耳） 合志市 096（248）6188

千々岩歯科医院 合志市 096（242）4681

よつば薬局菊池店 菊池市 0968（36）9373

10月25日
㈰

河野内科クリニック
（内・呼内・ア・循内・消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

かたやま内科・漢方クリニック
（内・漢内・糖） 合志市 096（273）6960

岩倉整形外科医院（整・形・リハ・麻） 大津町 096（293）8888

黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（25）1071

もみじ歯科医院 菊池市 0968（23）6800

11月１日
㈰

平山内科クリニック
（内・呼内・ア・緩内） 合志市 096（273）6104

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

そのき歯科医院 菊池市 0968（24）7008

11月３日
㈫㈷

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

宮原内科皮フ科医院（内・皮） 菊陽町 096（232）8383

後藤整形外科医院（整・リハ） 菊池市 0968（25）2906

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

11月８日
㈰

さとう医院（内・小・消） 大津町 096（293）2550

郷胃腸科内科クリニック
（胃・内・消・放） 菊池市 0968（38）2121

熊本リハビリテーション病院
（整・内・歯） 菊陽町 096（232）3111

いのうえ眼科（眼） 合志市 096（344）1311

休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレホンサービス
☎ 0968(25)3300 でご確認ください。
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